




そ
し
て
未
来
の
柔
整
に
向
け
て

歴
史
・
伝
統
・

い
ま

─
【
巻
頭
カ
ラ
ー
特
集
】

◉
文
部
科
学
大
臣
杯
・
神
永
昭
夫
杯
争
奪

　
第
27
回 

日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
予
選
宮
城
県
大
会 

    

　
　
　
　
　
　

◉
平
成
30
年
度 

神
永
昭
夫
杯
争
奪 

　
宮
城
県
少
年
柔
道
大
会 

◉
平
成
30
年 
新
年
祝
賀
会

『
宮
整
広
報
』
１
０
２
号
は
、
宮
城
県
が
生
ん
だ
偉
大

な
柔
道
家
で
あ
る
故
・
神
永
昭
夫
先
生
の
名
を
今
年

か
ら
新
た
に
冠
す
る
こ
と
に
な
っ
た
当
会
主
催
の
少

年
柔
道
大
会
や
新
年
祝
賀
会
を
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
で
特

集
。
さ
ら
に
長
寿
祝
賀
会
、
各
種
研
修
会
な
ど
の
様

子
を
お
届
け
し
ま
す
。

「
柔
道
整
復
の
原
点
で
あ
る
柔
道
」「
先
輩
か
ら
受
け

継
ぐ
柔
道
整
復
師
の
精
神
」
そ
し
て
「
私
た
ち
が
加

え
る
学
術
」
が
今
号
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

3  
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積
み
重
ね
た
修
練

─
勝
負
は
一
瞬

歴
史
に
名
を
刻
む
天
才
柔
道
家
に
捧
げ
る

清
々
し
い
気
合
の
声
…
そ
し
て
熱
闘
に
次
ぐ
熱
闘
！

5  
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争
奪
宮
城
県
少
年

柔
道
大
会

栄光の先に─オリンピックの高みを目指せ

今
大
会
よ
り
宮
城
県
出
身
で
1
9
6
4
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
無
差
別
級
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
・

神
永
昭
夫
氏
の
名
前
を
冠
す
る
大
会
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
宮
城
県
少
年
柔
道
大
会
。

優
勝
の
栄
冠
を
目
指
し
県
内
の
少
年
柔
道
家
た
ち
が

日
々
の
鍛
錬
の
成
果
を
激
し
く
競
い
合
っ
た

白
熱
の
試
合
風
景
を
カ
ラ
ー
特
集
に
て
お
送
り
し
ま
す
。

4  

神
永
昭
夫
杯

文
部
科
学
大
臣
杯
・
神
永
昭
夫
杯
争
奪 

第
27
回 

日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
予
選
宮
城
県
大
会

優勝杯返還

平成30年
4月22日（日）

女川町総合
体育館にて

平成30年度
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7  

　
文
部
科
学
大
臣
杯
・
神
永
昭
夫
杯
争
奪
第
27
回
日

整
全
国
少
年
柔
道
大
会
予
選
宮
城
県
大
会
、平
成
30

年
度
神
永
昭
夫
杯
争
奪
宮
城
県
少
年
柔
道
大
会
が
宮

城
県
内
の
多
く
の
少
年
少
女
選
手
の
参
加
に
よ
り
、盛

大
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
大
会
会
長
と
し
て
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
度
の
大
会
か
ら
、宮
城
県
仙
台
市
出
身

の
故 

神
永
昭
夫
先
生
を
顕
彰
す
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
。故
・
神
永
昭
夫
９
段
は
、全
日
本
選
手
権
大
会
で

３
度
優
勝
、１
９
６
４
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
初
め

て
柔
道
が
公
式
種
目
と
し
て
採
用
さ
れ
、無
差
別
級
の

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
り
、柔
道
を
「
世
界
の
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
」

と
し
て
、そ
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、神
永
先
生
の
輝
か
し
い
功
績
は
、こ
れ
ま
で

残
念
な
が
ら
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。本
大
会
に
お
い
て
先
生
の
お
名
前
を
大

会
名
に
冠
す
る
こ
と
で
、あ
ら
た
め
て
そ
の
功
績
を
称

え
、末
長
く
神
永
昭
夫
先
生
の
名
を
、県
民
の
誇
り
と

し
て
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、柔
道
を
志
す
少
年
少
女

の
皆
さ
ん
に
は
神
永
先
生
に
続
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

を
め
ざ
し
て
精
進
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
次
第
で
す
。

　
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
と
し
て
、神
永
先
生
の
名

前
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、柔
道
整
復
師
の
原
点

で
あ
る
柔
道
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
、盛
り
上
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、本
大
会
は
神
永
家
、講
道
館
、明
治
大
学

柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
、宮
城
県
柔
道
連
盟
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
し
得
た
大
会
で
あ
り
ま

し
た
。ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

開
催
御
礼

公
益
社
団
法
人 

宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
◉
会
長 

櫻
田 

裕

神永昭夫杯争奪
少年柔道大会

大会当日には神永先生のご親族にご来場いただき、本会役員と
の会談の場も持たれました。

女川町長・神永先生ご親族・明治大学校友会
宮城県支部関係者の方々と櫻田会長

本大会の報告と競技結果はP27〜の本文記事をご覧ください。

ただ勝ち負けだけが
「柔道」ではない
それでもやはり…
この一戦に勝ちたい！
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6  

県内柔道少年たちの「大舞台」

そして試合が進むごとに
会場の熱気も頂点に─
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来賓の方がた

宮城県議会議員

宮城県保健福祉部長宮城県医師会 副会長日本柔道整復師会 会長

中島 源陽 様

渡辺 達美 様櫻井 芳明 様工藤 鉄男 様

9  

参議院議員

桜井 充 様

衆議院議員

西村 明宏 様
衆議院議員

秋葉 賢也 様

参議院議員

和田 政宗 様

参議院議員

愛知 治郎 様

8-10.indd   9 2018/06/19   2:00

新
た
な
る

抱
負
を
胸
に

新
春
到
来
を

盛
大
に
祝
う

今年も豪華ゲストを迎え
会員の柔和な笑顔が飛び交った

年頭恒例の大イベント

平成30年1月14日（日）
江陽グランドホテルにて

華
や
か
に
し
て
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

来
賓
の
皆
様
と
と
も
に
会
員
相
互
が

旧
交
を
温
め
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
っ
た

平
成
30
年
新
年
祝
賀
会
の
模
様
を

カ
ラ
ー
特
集
に
て
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

8  

平成30年1月14日（日）
江陽グランドホテルにて

 
新
年
祝
賀
会

【平成30年】

櫻田会長 年頭の挨拶
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1 1  

臨
時
総
会 

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会

　
平
成
30
年
3
月
11
日
（
日
）フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台
に
お

い
て
、平
成
29
年
度
第
２
回
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。会
場
で
は
、開
会
に
先
立
ち
平
成
23
年
３
月

11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、平
成
29
年

10
月
３
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
中
山
隆
会
員
（
享

年
55
歳
）の
ご
冥
福
を
祈
り
、黙
祷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、平
成
29
年
度
県
文
化
の
日
表
彰
に
お
い
て

「
保
健
衛
生
功
労
者
」と
し
て
受
賞
さ
れ
た
佐
々
木

賢
会
員
へ
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

公
益
社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復
師
会
が
認
定
す
る
生

涯
学
習
認
定
会
員
に
は
太
田
作
郎
会
員
以
下
12
名
が

認
定
さ
れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
優
良
会
員
に
は
大
宮

茂
会
員
以
下
５
名
が
認
定
を
受
け
、そ
れ
ぞ
れ
認
定

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

平昌オリンピックで羽生結弦選手
のパーソナルトレーナーとして帯同
した菊地晃 会員（左）

平成29 年度文化の日に保険衛生功労者として表彰され
た佐々木賢会員

平成29年度

第２回

平
成
30
年
３
月
11
日
（
日
）
・
フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台
に
て

11-13.indd   11 2018/06/19   2:02

福祉募金贈呈式流麗なる余興…

会員相互の親睦を深め、会場の各所に笑顔が飛
び交った当日の宴の模様は、Ｐ18〜の本文記事
にて詳しくご報告いたします。

日
本
柔
道
整
復
師
会 

理
事 

市
川 

善
章 

様

に
よ
る
万
歳
三
唱

芦
澤 

卓
也 

副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶

宮城県障害者スポーツ協会、仙台市障害者スポーツ協
会、認定特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日
本・宮城の各団体へ福祉募金の贈呈

伊達家34世・仙台伊達家18代当主 伊達 𣳾𣳾𣳾𣳾 𣳾

ジャズバンド「ユリ・カルテット」の演奏

元気に
万歳三唱で
大団円！

華やかにして
和やかな
祝宴の様子─

今年も伊達様のリードで…「乾杯！」
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臨
時
総
会 

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会

　
平
成
30
年
3
月
11
日
（
日
）フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台
に
お

い
て
、平
成
29
年
度
第
２
回
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。会
場
で
は
、開
会
に
先
立
ち
平
成
23
年
３
月

11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、平
成
29
年

10
月
３
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
中
山
隆
会
員
（
享

年
55
歳
）の
ご
冥
福
を
祈
り
、黙
祷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、平
成
29
年
度
県
文
化
の
日
表
彰
に
お
い
て

「
保
健
衛
生
功
労
者
」と
し
て
受
賞
さ
れ
た
佐
々
木

賢
会
員
へ
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

公
益
社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復
師
会
が
認
定
す
る
生

涯
学
習
認
定
会
員
に
は
太
田
作
郎
会
員
以
下
12
名
が

認
定
さ
れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
優
良
会
員
に
は
大
宮

茂
会
員
以
下
５
名
が
認
定
を
受
け
、そ
れ
ぞ
れ
認
定

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

平昌オリンピックで羽生結弦選手
のパーソナルトレーナーとして帯同
した菊地晃 会員（左）

平成29 年度文化の日に保険衛生功労者として表彰され
た佐々木賢会員

平成29年度

第２回

平
成
30
年
３
月
11
日
（
日
）
・
フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台
に
て

11-13.indd   11 2018/06/19   2:02

福祉募金贈呈式流麗なる余興…

会員相互の親睦を深め、会場の各所に笑顔が飛
び交った当日の宴の模様は、Ｐ18〜の本文記事
にて詳しくご報告いたします。

日
本
柔
道
整
復
師
会 

理
事 

市
川 

善
章 

様

に
よ
る
万
歳
三
唱

芦
澤 

卓
也 

副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶

宮城県障害者スポーツ協会、仙台市障害者スポーツ協
会、認定特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日
本・宮城の各団体へ福祉募金の贈呈

伊達家34世・仙台伊達家18代当主 伊達 𣳾𣳾𣳾𣳾 𣳾

ジャズバンド「ユリ・カルテット」の演奏

元気に
万歳三唱で
大団円！

華やかにして
和やかな
祝宴の様子─

今年も伊達様のリードで…「乾杯！」
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本
会
元
副
会
長
佐
々
木
賢
先
生
が
、平
成
29
年
文

化
の
日
表
彰
に
お
い
て
保
健
衛
生
功
労
者
と
し
て
宮

城
県
知
事
か
ら
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
こ

と
は
、佐
々
木
先
生
と
ご
家
族
の
方
々
だ
け
で
は
な

く
、本
会
会
員
皆
の
誉
で
あ
り
大
い
な
る
慶
び
で
あ
る

と
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
生
は
、現
在
の
公
益
社
団
法
人
認
可
の
礎
と
な

る
、各
種
公
益
事
業
企
画
運
営
時
の
執
行
部
運
営
を

司
り
、理
事
、副
会
長
を
含
め
22
年
の
長
き
に
わ
た
り

会
運
営
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。企
画
、実
行

力
に
優
れ
、信
頼
も
厚
く
会
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を

し
、本
会
副
会
長
、理
事
退
任
後
も
参
与
と
し
て
会
運

営
に
よ
り
良
き
助
言
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
と
、昭
和
61
年
８
月
５
日

の
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
当
時
の
仙
台
市
扇
町
に
建
設

ま
も
な
い
会
館
が
浸
水
、本
会
設
立
以
来
の
全
て
の
書

類
が
浸
水
流
出
と
い
う
甚
大
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
中
、

現
在
の
青
葉
区
上
杉
に
新
会
館
移
転
建
築
を
敢
行
。

そ
れ
に
伴
い
、保
険
業
務
電
算
化
、事
務
局
体
制
改
革

な
ど
、の
ち
に
公
益
社
団
法
人
と
し
て
運
営
し
て
い
く

た
め
の
組
織
化
に
向
け
た
基
盤
を
作
り
上
げ
た
功
績

は
多
大
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、本
会
で
の
活
動
の
他
、柔
道
整
復
師
養
成
校

の
赤
門
鍼
灸
柔
整
専
門
学
校
で
専
任
教
員
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
教
壇
に
立
ち
、数
多
く
の
柔
道
整
復
師
を

世
に
送
り
出
し
、現
在
も
引
き
続
き
教
員
と
し
て
指
導

に
あ
た
り
、平
成
21
年
か
ら
は
同
校
同
窓
会
長
と
し
て

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、私
的
研
究
会
と
し
て
「
賢
成
会
」を
発
足
。

先
生
の
厚
い
人
望
の
も
と
、社
団
会
員
に
か
か
わ
ら
ず

多
く
の
柔
道
整
復
師
が
会
員
と
な
り
、広
く
教
養
教
育

の
機
会
を
つ
く
り
、柔
道
整
復
師
の
資
質
の
向
上
、社

会
的
認
知
度
の
向
上
等
に
広
く
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま

す
こ
と
は
、ま
さ
に
我
々
の
誇
り
で
あ
り
、先
達
と
し
て

後
進
に
指
し
示
す
鑑
で
も
あ
り
ま
す
。

佐
々
木 

賢 

先
生 

平
成
29
年
文
化
の
表
彰
（
保
健
衛
生
功
労
者
）

公
益
社
団
法
人 

宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
◉
会
長 

櫻
田 

裕

ボランティア活動優良会員（左から）目時 誠 相談役、佐藤 浩一 会員、
大宮 茂 会員、木村 孝哉 会員、飯田 剛 会員

お祝い

平成29 年文化の日 保健衛生功労者として
表彰を受けた佐々木 賢 会員（左）

臨
時
総
会 

公
益
社
団
法
人
宮
城
県

柔
道
整
復
師
会

平成29年度

第２回
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「
平
成
30
年
度
収
支
予
算
（
案
）」に
つ
い
て
は
工
藤

健
人
経
理
部
長
か
ら
概
要
が
述
べ
ら
れ
、事
務
局
の
髙

橋
理
恵
よ
り
詳
細
な
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
号
議
案
と
第
２
号
議
案
は
関
連
議
案
の
た
め

一
括
審
議
と
な
り
、賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
３
号
議
案
は
、櫻
田
裕
会
長
よ
り
役
員
報
酬
等

に
関
す
る
内
規
の
文
言
に
関
す
る
一
部
変
更
の
説
明

が
さ
れ
、賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
一
切
の
議
事
も
終
了
し
、芦
澤
卓
也
副
会
長

か
ら
閉
会
が
宣
言
さ
れ
、平
成
29
年
度
臨
時
総
会
は

滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
総
務
部
　
櫻
本 

和
夫
）

　
臨
時
総
会
は
、芦
澤
卓
也
副
会
長
か
ら
開
会
が
宣

言
さ
れ
、続
く
櫻
田
裕
会
長
か
ら
の
挨
拶
で
は
、今
回

の
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
て
二
大
会
連
続
金
メ
ダ
ル
に

輝
い
た
羽
生
結
弦
選
手
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー

を
二
大
会
続
け
て
担
当
さ
れ
た
菊
地
晃
会
員
が
紹
介

さ
れ
、同
会
員
か
ら
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
帯
同
し
て

の
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

【
原
案
通
り
可
決
・
承
認
】

　
総
会
議
長
に
は
多
田
稔
英
会
員
、副
議
長
に
中
島

正
彦
会
員
が
選
任
さ
れ
、議
長
か
ら
出
席
状
況
の
確

認
が
行
わ
れ
、 

総
会
員
数
３
６
７
名
の
う
ち
出
席
者

２
３
３
名
、委
任
状
87
名
で
合
計
３
２
０
名
と
な
り
、

正
会
員
の
過
半
数
を
上
回
る
出
席
を
確
認
、定
款
第

３
章
第
18
条
に
よ
り
臨
時
総
会
の
成
立
が
議
長
か
ら

宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

・
第
１
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

・
第
２
号
議
案
　
平
成
30
年
度
収
支
予
算
（
案
）

・
第
３
号
議
案
　
役
員
報
酬
等
に
関
す
る
内
規
の
文

言
に
関
す
る
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
櫻
田
裕
会
長
か
ら
３
議
案
が
上
程
さ
れ
、第
１
号

議
案
「
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）」の
基
本
方
針

説
明
が
行
わ
れ
た
後
、事
業
の
詳
細
は
各
担
当
理
事

者
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。続
い
て
第
２
号
議
案

生涯学習認定会員（後列左から）芦澤 卓 副会長、久世 尚志 会員、齊藤 泰士 会員、佐藤 勝一 会員、
佐藤 慎吾 会員、丹野 康浩 会員（前列左から）工藤 健人 理事、熊谷 正行 会員、横田 良介 会員、櫻田 裕 会長、
目時 誠 相談役、太田 作郎 会員

平昌オリンピックで羽生 結弦 選手のパーソナルトレーナー
として帯同した菊地 晃 会員
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本
会
元
副
会
長
佐
々
木
賢
先
生
が
、平
成
29
年
文

化
の
日
表
彰
に
お
い
て
保
健
衛
生
功
労
者
と
し
て
宮

城
県
知
事
か
ら
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
こ

と
は
、佐
々
木
先
生
と
ご
家
族
の
方
々
だ
け
で
は
な

く
、本
会
会
員
皆
の
誉
で
あ
り
大
い
な
る
慶
び
で
あ
る

と
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
生
は
、現
在
の
公
益
社
団
法
人
認
可
の
礎
と
な

る
、各
種
公
益
事
業
企
画
運
営
時
の
執
行
部
運
営
を

司
り
、理
事
、副
会
長
を
含
め
22
年
の
長
き
に
わ
た
り

会
運
営
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。企
画
、実
行

力
に
優
れ
、信
頼
も
厚
く
会
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を

し
、本
会
副
会
長
、理
事
退
任
後
も
参
与
と
し
て
会
運

営
に
よ
り
良
き
助
言
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
と
、昭
和
61
年
８
月
５
日

の
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
当
時
の
仙
台
市
扇
町
に
建
設

ま
も
な
い
会
館
が
浸
水
、本
会
設
立
以
来
の
全
て
の
書

類
が
浸
水
流
出
と
い
う
甚
大
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
中
、

現
在
の
青
葉
区
上
杉
に
新
会
館
移
転
建
築
を
敢
行
。

そ
れ
に
伴
い
、保
険
業
務
電
算
化
、事
務
局
体
制
改
革

な
ど
、の
ち
に
公
益
社
団
法
人
と
し
て
運
営
し
て
い
く

た
め
の
組
織
化
に
向
け
た
基
盤
を
作
り
上
げ
た
功
績

は
多
大
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、本
会
で
の
活
動
の
他
、柔
道
整
復
師
養
成
校

の
赤
門
鍼
灸
柔
整
専
門
学
校
で
専
任
教
員
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
教
壇
に
立
ち
、数
多
く
の
柔
道
整
復
師
を

世
に
送
り
出
し
、現
在
も
引
き
続
き
教
員
と
し
て
指
導

に
あ
た
り
、平
成
21
年
か
ら
は
同
校
同
窓
会
長
と
し
て

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、私
的
研
究
会
と
し
て
「
賢
成
会
」を
発
足
。

先
生
の
厚
い
人
望
の
も
と
、社
団
会
員
に
か
か
わ
ら
ず

多
く
の
柔
道
整
復
師
が
会
員
と
な
り
、広
く
教
養
教
育

の
機
会
を
つ
く
り
、柔
道
整
復
師
の
資
質
の
向
上
、社

会
的
認
知
度
の
向
上
等
に
広
く
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま

す
こ
と
は
、ま
さ
に
我
々
の
誇
り
で
あ
り
、先
達
と
し
て

後
進
に
指
し
示
す
鑑
で
も
あ
り
ま
す
。

佐
々
木 

賢 

先
生 

平
成
29
年
文
化
の
表
彰
（
保
健
衛
生
功
労
者
）

公
益
社
団
法
人 

宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
◉
会
長 

櫻
田 

裕

ボランティア活動優良会員（左から）目時 誠 相談役、佐藤 浩一 会員、
大宮 茂 会員、木村 孝哉 会員、飯田 剛 会員

お祝い

平成29 年文化の日 保健衛生功労者として
表彰を受けた佐々木 賢 会員（左）

臨
時
総
会 

公
益
社
団
法
人
宮
城
県

柔
道
整
復
師
会

平成29年度

第２回
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「
平
成
30
年
度
収
支
予
算
（
案
）」に
つ
い
て
は
工
藤

健
人
経
理
部
長
か
ら
概
要
が
述
べ
ら
れ
、事
務
局
の
髙

橋
理
恵
よ
り
詳
細
な
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
号
議
案
と
第
２
号
議
案
は
関
連
議
案
の
た
め

一
括
審
議
と
な
り
、賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
３
号
議
案
は
、櫻
田
裕
会
長
よ
り
役
員
報
酬
等

に
関
す
る
内
規
の
文
言
に
関
す
る
一
部
変
更
の
説
明

が
さ
れ
、賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
一
切
の
議
事
も
終
了
し
、芦
澤
卓
也
副
会
長

か
ら
閉
会
が
宣
言
さ
れ
、平
成
29
年
度
臨
時
総
会
は

滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
総
務
部
　
櫻
本 

和
夫
）

　
臨
時
総
会
は
、芦
澤
卓
也
副
会
長
か
ら
開
会
が
宣

言
さ
れ
、続
く
櫻
田
裕
会
長
か
ら
の
挨
拶
で
は
、今
回

の
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
て
二
大
会
連
続
金
メ
ダ
ル
に

輝
い
た
羽
生
結
弦
選
手
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー

を
二
大
会
続
け
て
担
当
さ
れ
た
菊
地
晃
会
員
が
紹
介

さ
れ
、同
会
員
か
ら
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
帯
同
し
て

の
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

【
原
案
通
り
可
決
・
承
認
】

　
総
会
議
長
に
は
多
田
稔
英
会
員
、副
議
長
に
中
島

正
彦
会
員
が
選
任
さ
れ
、議
長
か
ら
出
席
状
況
の
確

認
が
行
わ
れ
、 

総
会
員
数
３
６
７
名
の
う
ち
出
席
者

２
３
３
名
、委
任
状
87
名
で
合
計
３
２
０
名
と
な
り
、

正
会
員
の
過
半
数
を
上
回
る
出
席
を
確
認
、定
款
第

３
章
第
18
条
に
よ
り
臨
時
総
会
の
成
立
が
議
長
か
ら

宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

・
第
１
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

・
第
２
号
議
案
　
平
成
30
年
度
収
支
予
算
（
案
）

・
第
３
号
議
案
　
役
員
報
酬
等
に
関
す
る
内
規
の
文

言
に
関
す
る
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
櫻
田
裕
会
長
か
ら
３
議
案
が
上
程
さ
れ
、第
１
号

議
案
「
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）」の
基
本
方
針

説
明
が
行
わ
れ
た
後
、事
業
の
詳
細
は
各
担
当
理
事

者
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。続
い
て
第
２
号
議
案

生涯学習認定会員（後列左から）芦澤 卓 副会長、久世 尚志 会員、齊藤 泰士 会員、佐藤 勝一 会員、
佐藤 慎吾 会員、丹野 康浩 会員（前列左から）工藤 健人 理事、熊谷 正行 会員、横田 良介 会員、櫻田 裕 会長、
目時 誠 相談役、太田 作郎 会員

平昌オリンピックで羽生 結弦 選手のパーソナルトレーナー
として帯同した菊地 晃 会員
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保険全体研修会  

1 5  

「
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費
の

取
扱
い
に
つ
い
て
」

東
北
厚
生
局
指
導
監
査
課
医
療
指
導
監
視
監
査
官

大
山 

茂 

氏

「
療
養
費
関
連
改
定
通
知
に

つ
い
て
の
説
明
」

保
険
部
・
学
術
部
合
同
特
別
研
修

〇
領
収
書
と
明
細
書
の
交
付
に
つ
い
て
（
協
定
書
　

第
３
章
18
）

〇
指
導
・
監
査
に
つ
い
て
（
協
定
書
　
第
８
章
38
、

39
）

〇
個
別
指
導
等
の
主
な
指
摘
事
項
に
つ
い
て

〇
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ
い
て

（
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
・
柔
道
整
復
療

養
費
検
討
専
門
委
員
会
に
お
い
て
の
議
論
内
容
・
検

討
事
項
）

～
講
習
内
容
～

〇
平
成
29
年
９
月
４
日
付
療
養
費
の
一
部
改
正
通
知

の
内
容
説
明
（
菊
地
慎
治
保
険
部
長
よ
り
）

〇
反
復
・
蓄
積
性
の
損
傷
の
問
診
の
進
め
方
に
つ
い
て

（
田
村
博
学
術
部
長
よ
り
）

※
映
像
を
用
い
て
実
際
の
臨
床
に
近
い
内
容
の
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

～
講
習
内
容
～

〇
日
本
の
医
療
保
険
制
度
と
医
療
費

〇
柔
道
整
復
師
の
人
数
・
療
養
費
の
推
移

〇
健
康
保
険
法
に
お
け
る
療
養
の
給
付
に
つ
い
て
（
健

康
保
険
法
第
63
条
第
１
項
、健
康
保
険
法
第
87
条
第

１
項
）

〇
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費
に
つ
い
て

〇
医
療
保
険
に
お
け
る
柔
道
整
復
師
の
責
務
（
協
定

書
　
第
２
章
７
、８
）

〇
保
険
施
術
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
協
定
書
　
第
３

章
14
、17
、20
、23
）

厚
生
労
働
省
東
北
厚
生
局
指
導
監
査
課

医
療
指
導
監
視
監
査
官 

大
山 

茂 

様

菊
地 

慎
治 

保
険
部
長

講習概要

14-15.indd   15 2018/06/19   2:02

1 4  

　
平
成
29
年
10
月
15
日
（
日
）フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台
に
お

い
て
、当
会
主
催
の
平
成
29
年
度
保
険
全
体
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。東
北
厚
生
局
指
導
監
査
課
よ

り
医
療
指
導
監
視
監
査
官
・
大
山
茂
氏
を
講
師
と
し

て
招
聘
し
、「
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
」と
題
し
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
前
半
は
東
北
厚
生
局
・
大
山
氏
よ
り
療

養
費
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、後
半
は
保
険
部
か
ら
一
部

改
正
が
あ
っ
た
療
養
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
説
明

と
学
術
部
か
ら
動
画
に
よ
る
診
察
の
進
め
方
等
の
講

習
が
あ
り
、大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
保
険
部
長
　
菊
地
慎
治
）

保険全体研修会  
公益社団法人宮城県柔道整復師会 主催

平成29年度 

平成29年10月15日（日）・フォレスト仙台にて

14-15.indd   14 2018/06/19   2:02
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保険全体研修会  

1 5  

「
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費
の

取
扱
い
に
つ
い
て
」

東
北
厚
生
局
指
導
監
査
課
医
療
指
導
監
視
監
査
官

大
山 

茂 

氏

「
療
養
費
関
連
改
定
通
知
に

つ
い
て
の
説
明
」

保
険
部
・
学
術
部
合
同
特
別
研
修

〇
領
収
書
と
明
細
書
の
交
付
に
つ
い
て
（
協
定
書
　

第
３
章
18
）

〇
指
導
・
監
査
に
つ
い
て
（
協
定
書
　
第
８
章
38
、

39
）

〇
個
別
指
導
等
の
主
な
指
摘
事
項
に
つ
い
て

〇
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ
い
て

（
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
・
柔
道
整
復
療

養
費
検
討
専
門
委
員
会
に
お
い
て
の
議
論
内
容
・
検

討
事
項
）

～
講
習
内
容
～

〇
平
成
29
年
９
月
４
日
付
療
養
費
の
一
部
改
正
通
知

の
内
容
説
明
（
菊
地
慎
治
保
険
部
長
よ
り
）

〇
反
復
・
蓄
積
性
の
損
傷
の
問
診
の
進
め
方
に
つ
い
て

（
田
村
博
学
術
部
長
よ
り
）

※
映
像
を
用
い
て
実
際
の
臨
床
に
近
い
内
容
の
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

～
講
習
内
容
～

〇
日
本
の
医
療
保
険
制
度
と
医
療
費

〇
柔
道
整
復
師
の
人
数
・
療
養
費
の
推
移

〇
健
康
保
険
法
に
お
け
る
療
養
の
給
付
に
つ
い
て
（
健

康
保
険
法
第
63
条
第
１
項
、健
康
保
険
法
第
87
条
第

１
項
）

〇
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費
に
つ
い
て

〇
医
療
保
険
に
お
け
る
柔
道
整
復
師
の
責
務
（
協
定

書
　
第
２
章
７
、８
）

〇
保
険
施
術
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
協
定
書
　
第
３

章
14
、17
、20
、23
）

厚
生
労
働
省
東
北
厚
生
局
指
導
監
査
課

医
療
指
導
監
視
監
査
官 

大
山 

茂 

様

菊
地 

慎
治 

保
険
部
長

講習概要

14-15.indd   15 2018/06/19   2:02

1 4  

　
平
成
29
年
10
月
15
日
（
日
）フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台
に
お

い
て
、当
会
主
催
の
平
成
29
年
度
保
険
全
体
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。東
北
厚
生
局
指
導
監
査
課
よ

り
医
療
指
導
監
視
監
査
官
・
大
山
茂
氏
を
講
師
と
し

て
招
聘
し
、「
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
」と
題
し
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
前
半
は
東
北
厚
生
局
・
大
山
氏
よ
り
療

養
費
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、後
半
は
保
険
部
か
ら
一
部

改
正
が
あ
っ
た
療
養
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
説
明

と
学
術
部
か
ら
動
画
に
よ
る
診
察
の
進
め
方
等
の
講

習
が
あ
り
、大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
保
険
部
長
　
菊
地
慎
治
）

保険全体研修会  
公益社団法人宮城県柔道整復師会 主催

平成29年度 

平成29年10月15日（日）・フォレスト仙台にて

14-15.indd   14 2018/06/19   2:02
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1 6  

　
平
成
30
年
３
月
11
日
（
日
）、仙
台
地
区
を
皮
切
り

に
岩
沼
（
県
南
地
区
）石
巻
（
県
東
地
区
）大
崎
（
県

北
地
区
）の
４
会
場
で
地
域
別
保
険
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

「
柔
整
業
界
改
革
の
時
代
」と
題
し
て
柔
整
業
界
の
状

況
と
問
題
点
、今
後
の
制
度
改
定
に
つ
い
て
過
去
の
経

緯
な
ど
を
ふ
ま
え
た
研
修
と
な
り
、各
会
場
で
は
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。な
お
、今
回
の
地
域

別
保
険
研
修
会
の
受
講
者
は
３
２
０
名
（
再
受
講
者

含
む
）で
、87
・
１
％
の
受
講
率
で
し
た
。

　
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
障
審
議
会
柔
整
療
養
費
検
討
専
門
委
員
会
で

「
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費
に
関
す
る
現

状
と
課
題
」が
議
論
に
上
が
っ
て
以
来
、中
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
柔
道
整
復
療
養
費
の
在
り
方
に
関
し
、

各
会
場
の
参
加
者
間
で
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り
柔
整
療
養
費
に

地
域
別
保
険
研
修
会 
平成29年度 

1 7  

お
け
る
受
領
委
任
を
取
扱
う
施
術
管
理
者
に
つ
い
て

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、新
た
に
「
実
務
経
験
」と
「
研

修
の
受
講
」を
要
件
と
す
る
こ
と
が
加
え
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、養
成
施
設
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
変
更

さ
れ
、昨
今
の
柔
整
業
界
は
激
変
期
を
迎
え
て
お
り
、

今
後
も
制
度
の
改
正
改
革
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
習
内
容

①
柔
道
整
復
師
学
校
養
成
施
設
数
の
推
移
に
つ
い
て

②
就
業
柔
道
整
復
師
数
・
施
術
所
数
の
推
移
に
つ
い
て

③
健
康
保
険
法
に
お
け
る
療
養
費
の
概
要
に
つ
い
て

④
療
養
費
適
正
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑤
受
診
者
照
会
の
対
応
に
つ
い
て

⑥
施
術
録
・
支
給
申
請
書
（
レ
セ
プ
ト
）の
記
載
に
つ

い
て

⑦
返
戻
申
請
書
の
再
請
求
に
つ
い
て

⑧
不
支
給
決
定
通
知
の
対
応
に
つ
い
て

⑨
広
告
の
制
限
に
つ
い
て

⑩
平
成
４
月
１
日
か
ら
の
施
術
管
理
者
の
要
件
に
つ

い
て

⑪
柔
整
養
成
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
に
つ
い
て

⑫
そ
の
他
、制
度
改
定
の
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
保
険
部
長
　
菊
地 

慎
治
）

菊
地
保
険
部
長
か
ら
療
養
費
の
現
状
に
つ
い
て

田
村
学
術
部
長
か
ら
反
復
性
・
蓄
積
性
損
傷
に
つ
い
て
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1 6  

　
平
成
30
年
３
月
11
日
（
日
）、仙
台
地
区
を
皮
切
り

に
岩
沼
（
県
南
地
区
）石
巻
（
県
東
地
区
）大
崎
（
県

北
地
区
）の
４
会
場
で
地
域
別
保
険
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

「
柔
整
業
界
改
革
の
時
代
」と
題
し
て
柔
整
業
界
の
状

況
と
問
題
点
、今
後
の
制
度
改
定
に
つ
い
て
過
去
の
経

緯
な
ど
を
ふ
ま
え
た
研
修
と
な
り
、各
会
場
で
は
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。な
お
、今
回
の
地
域

別
保
険
研
修
会
の
受
講
者
は
３
２
０
名
（
再
受
講
者

含
む
）で
、87
・
１
％
の
受
講
率
で
し
た
。

　
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
障
審
議
会
柔
整
療
養
費
検
討
専
門
委
員
会
で

「
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費
に
関
す
る
現

状
と
課
題
」が
議
論
に
上
が
っ
て
以
来
、中
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
柔
道
整
復
療
養
費
の
在
り
方
に
関
し
、

各
会
場
の
参
加
者
間
で
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り
柔
整
療
養
費
に

地
域
別
保
険
研
修
会 

平成29年度 

1 7  

お
け
る
受
領
委
任
を
取
扱
う
施
術
管
理
者
に
つ
い
て

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、新
た
に
「
実
務
経
験
」と
「
研

修
の
受
講
」を
要
件
と
す
る
こ
と
が
加
え
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、養
成
施
設
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
変
更

さ
れ
、昨
今
の
柔
整
業
界
は
激
変
期
を
迎
え
て
お
り
、

今
後
も
制
度
の
改
正
改
革
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
習
内
容

①
柔
道
整
復
師
学
校
養
成
施
設
数
の
推
移
に
つ
い
て

②
就
業
柔
道
整
復
師
数
・
施
術
所
数
の
推
移
に
つ
い
て

③
健
康
保
険
法
に
お
け
る
療
養
費
の
概
要
に
つ
い
て

④
療
養
費
適
正
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑤
受
診
者
照
会
の
対
応
に
つ
い
て

⑥
施
術
録
・
支
給
申
請
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（
レ
セ
プ
ト
）の
記
載
に
つ

い
て

⑦
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戻
申
請
書
の
再
請
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つ
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て

⑧
不
支
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決
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通
知
の
対
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つ
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て

⑨
広
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つ
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て

⑩
平
成
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⑪
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養
成
校
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カ
リ
キ
ュ
ラ
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改
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つ
い
て

⑫
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、制
度
改
定
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内
容
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
保
険
部
長
　
菊
地 

慎
治
）

菊
地
保
険
部
長
か
ら
療
養
費
の
現
状
に
つ
い
て

田
村
学
術
部
長
か
ら
反
復
性
・
蓄
積
性
損
傷
に
つ
い
て
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1 8  

　
平
成
30
年
１
月
14
日
（
日
）江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、多
数
の
会
員
・
ご
来
賓
の
参
加
の
も
と
、新

年
祝
賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
前
、日
本
柔
道
整
復
師
会
の
国
際
活
動
の
一
環

で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
国
と
の
柔
道
整
復
術
交
流
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
が
紹
介
さ
れ
た
後
、祝
賀
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
櫻
田
裕
会
長
の
年
頭
の
挨
拶
が
あ
り
、来
賓

の
方
々
並
び
に
会
員
各
位
に
新
年
の
挨
拶
と
感
謝
の

意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、宮
城
県
柔
道
整
復

師
会
の
昨
年
度
の
活
動
報
告
、今
年
度
の
事
業
予
定

と
今
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
柔
整
業
界
の
変
革
等
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、来
賓
の
方
々
を
代
表
し
、宮
城
県
知

事
・
村
井
嘉
浩
様
の
ご
名
代
と
し
て
宮
城
県
保
健
福

祉
部
長
・
渡
辺
達
美
様
、公
益
社
団
法
人
日
本
柔
道

整
復
師
会
・
工
藤
鉄
男
様
、公
益
社
団
法
人
宮
城
県

医
師
会
副
会
長
・
櫻
井
芳
明
様
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
祝

平
成
30
年
１
月
14
日
（
日
）・江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て

新
年
祝
賀
会

平成30年
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辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、当
会
顧
問
で
あ
る
国
会
議
員
の
皆
様
に
ご

登
壇
頂
き
、衆
議
院
議
員
・
秋
葉
賢
也
様
、同
じ
く
衆

議
院
議
員
・
西
村
明
宏
様
、参
議
院
議
員
・
愛
知
治
郎

様
、同
じ
く
参
議
院
議
員
・
和
田
政
宗
様
、同
じ
く
参

議
院
議
員
・
桜
井
充
様
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。　

　
そ
の
後
、宮
城
県
議
会
議
員
と
仙
台
市
議
会
議
員

の
皆
様
に
ご
登
壇
頂
き
、代
表
し
て
、宮
城
県
議
会
議

員
・
中
島
源
陽
様
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　
次
に
、宮
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、仙
台
市

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、認
定
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
宮
城
の
各
団

体
に
福
祉
募
金
が
櫻
田
裕
会
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
福
祉
募
金
は
、当
会
会
員
の
各
接
骨
院
・
整

骨
院
の
受
付
窓
口
に
設
置
し
て
い
る
「
福
祉
募
金
箱
」

へ
の
患
者
様
か
ら
の
ご
厚
志
と
会
員
の
松
の
葉
（
寸

志
）を
合
わ
せ
福
祉
募
金
と
し
て
各
団
体
に
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

　
祝
賀
会
は
、仙
台
伊
達
家
18
代
当
主
・
伊
達
𣳾𣳾
𣳾

様
よ
り
、伊
達
家
伝
承
の
乾
杯
作
法
が
紹
介
さ
れ
、そ

の
作
法
に
習
い
、厳
か
で
勇
壮
な
「
戦
勝
万
歳
‼
」と
、

ご
参
会
の
皆
様
の
声
が
響
き
渡
る
中
、祝
宴
へ
と
入
り

ま
し
た
。祝
宴
は
和
や
か
に
参
加
者
の
親
睦
を
深
め
、

談
笑
の
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
祝
宴
の
中
ほ
ど
、内
閣
防
衛
大
臣
・
小
野
寺
五
典

様
、全
日
本
柔
道
連
盟
会
長
・
日
本
柔
道
整
復
師
会

顧
問
・
山
下
泰
裕
様
の
祝
電
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、昨
年
同
様
、ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
ユ
リ
・
カ
ル
テ
ッ

ト
」の
演
奏
が
あ
り
、楽
し
い
祝
宴
に
一
層
、花
が
添
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
宴
は
過
ぎ
、公
益
社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復
師
会

理
事
・
市
川
善
章
様
の
ご
発
声
に
よ
り
、万
歳
三
唱
を

唱
和
し
、参
会
者
皆
様
の
ご
多
幸
を
記
念
い
た
し
ま
し

た
。

　
最
後
に
芦
澤
卓
也
副
会
長
よ
り
、来
賓
の
皆
様
へ
感

謝
の
意
と
揺
る
ぎ
な
い
当
会
の
方
向
性
を
申
し
上
げ
、

祝
賀
会
は
盛
会
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
事
業
部
長
　
小
山 

高
弘
）

ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
日
本
柔
道
整
復
師
会 

工
藤 

鉄
男 

会
長
（
左
）と

宮
城
県
医
師
会 

櫻
井 

芳
明
副
会
長
（
右
）

「伊達家伝承 乾杯作法」の姿勢を披露された仙台伊達家18 代当主 伊達 𣳾𣳾𣳾𣳾 𣳾

18-20.indd   19 2018/06/19   2:03

KYI-13816



1 8  

　
平
成
30
年
１
月
14
日
（
日
）江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、多
数
の
会
員
・
ご
来
賓
の
参
加
の
も
と
、新

年
祝
賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
前
、日
本
柔
道
整
復
師
会
の
国
際
活
動
の
一
環

で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
国
と
の
柔
道
整
復
術
交
流
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
が
紹
介
さ
れ
た
後
、祝
賀
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
櫻
田
裕
会
長
の
年
頭
の
挨
拶
が
あ
り
、来
賓

の
方
々
並
び
に
会
員
各
位
に
新
年
の
挨
拶
と
感
謝
の

意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、宮
城
県
柔
道
整
復

師
会
の
昨
年
度
の
活
動
報
告
、今
年
度
の
事
業
予
定

と
今
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
柔
整
業
界
の
変
革
等
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、来
賓
の
方
々
を
代
表
し
、宮
城
県
知

事
・
村
井
嘉
浩
様
の
ご
名
代
と
し
て
宮
城
県
保
健
福

祉
部
長
・
渡
辺
達
美
様
、公
益
社
団
法
人
日
本
柔
道

整
復
師
会
・
工
藤
鉄
男
様
、公
益
社
団
法
人
宮
城
県

医
師
会
副
会
長
・
櫻
井
芳
明
様
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
祝

平
成
30
年
１
月
14
日
（
日
）・江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て

新
年
祝
賀
会

平成30年

18-20.indd   18 2018/06/19   2:03

1 9  

辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、当
会
顧
問
で
あ
る
国
会
議
員
の
皆
様
に
ご

登
壇
頂
き
、衆
議
院
議
員
・
秋
葉
賢
也
様
、同
じ
く
衆

議
院
議
員
・
西
村
明
宏
様
、参
議
院
議
員
・
愛
知
治
郎

様
、同
じ
く
参
議
院
議
員
・
和
田
政
宗
様
、同
じ
く
参

議
院
議
員
・
桜
井
充
様
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。　

　
そ
の
後
、宮
城
県
議
会
議
員
と
仙
台
市
議
会
議
員

の
皆
様
に
ご
登
壇
頂
き
、代
表
し
て
、宮
城
県
議
会
議

員
・
中
島
源
陽
様
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　
次
に
、宮
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、仙
台
市

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、認
定
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
宮
城
の
各
団

体
に
福
祉
募
金
が
櫻
田
裕
会
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
福
祉
募
金
は
、当
会
会
員
の
各
接
骨
院
・
整

骨
院
の
受
付
窓
口
に
設
置
し
て
い
る
「
福
祉
募
金
箱
」

へ
の
患
者
様
か
ら
の
ご
厚
志
と
会
員
の
松
の
葉
（
寸

志
）を
合
わ
せ
福
祉
募
金
と
し
て
各
団
体
に
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

　
祝
賀
会
は
、仙
台
伊
達
家
18
代
当
主
・
伊
達
𣳾𣳾
𣳾

様
よ
り
、伊
達
家
伝
承
の
乾
杯
作
法
が
紹
介
さ
れ
、そ

の
作
法
に
習
い
、厳
か
で
勇
壮
な
「
戦
勝
万
歳
‼
」と
、

ご
参
会
の
皆
様
の
声
が
響
き
渡
る
中
、祝
宴
へ
と
入
り

ま
し
た
。祝
宴
は
和
や
か
に
参
加
者
の
親
睦
を
深
め
、

談
笑
の
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
祝
宴
の
中
ほ
ど
、内
閣
防
衛
大
臣
・
小
野
寺
五
典

様
、全
日
本
柔
道
連
盟
会
長
・
日
本
柔
道
整
復
師
会

顧
問
・
山
下
泰
裕
様
の
祝
電
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、昨
年
同
様
、ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
ユ
リ
・
カ
ル
テ
ッ

ト
」の
演
奏
が
あ
り
、楽
し
い
祝
宴
に
一
層
、花
が
添
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
宴
は
過
ぎ
、公
益
社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復
師
会

理
事
・
市
川
善
章
様
の
ご
発
声
に
よ
り
、万
歳
三
唱
を

唱
和
し
、参
会
者
皆
様
の
ご
多
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を
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し
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に
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会
長
よ
り
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を
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し
上
げ
、
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。
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華やいだ雰囲気のなか和やかに親睦を深め合う

祝
宴
か
ら
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2 0  
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2 1  

みやぎ柔整スクール

　
平
成
29
年
度
の
柔
整
ス
ク
ー
ル
は
、２
つ
の
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
1
つ
は
、東
北
大
学
准
教
授
・
藤
本
敏
彦
先
生
に
よ

る
『
柔
道
整
復
師
の
た
め
の
運
動
生
理
学
』で
す
。「
運

動
が
体
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
ば
か
り
で
な
く
、精
神

面
の
健
康
に
も
関
わ
る
」と
い
う
、有
酸
素
運
動
に
重

点
を
置
い
た
講
座
を
、膨
大
な
デ
ー
タ
を
ユ
ー
モ
ア
も

交
え
て
６
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
も
う
１
つ
は
、日
本
テ
ニ
ス
協
会
公
認
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
コ
ー
チ
・
石
川
祐
佑
先
生
に
よ
る
『
柔
道
整
復
師

の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
』で
し
た
。「
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
基
本
原
則
」で
あ
る
「
漸
進
性
の
法
則
」「
過
負

荷
の
法
則
」な
ど
を
も
と
に
、実
技
実
演
も
交
え
な
が

ら
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
６
回
の
講
座
を
開
催

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
今
は
健
康
志
向
の
高
ま
り
に
よ
り
空
前
の
ス

ポ
ー
ツ
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
柔
道
整

復
師
も
、最
新
の
運
動
生
理
学
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学
を

学
び
、運
動
が
も
た
ら
す
効
用
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
知
っ
た
う
え
で
、よ
り
専
門
的
な
運
動
指
導

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、こ
れ
ま
で
以
上
に
患

者
さ
ん
は
も
と
よ
り
、地
域
住
民
に
貢
献
で
き
る
と

平成29年度
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催
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。
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よ
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ニ
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則
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荷
の
法
則
」な
ど
を
も
と
に
、実
技
実
演
も
交
え
な
が

ら
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
６
回
の
講
座
を
開
催

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
今
は
健
康
志
向
の
高
ま
り
に
よ
り
空
前
の
ス

ポ
ー
ツ
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
柔
道
整

復
師
も
、最
新
の
運
動
生
理
学
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学
を

学
び
、運
動
が
も
た
ら
す
効
用
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
知
っ
た
う
え
で
、よ
り
専
門
的
な
運
動
指
導

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、こ
れ
ま
で
以
上
に
患

者
さ
ん
は
も
と
よ
り
、地
域
住
民
に
貢
献
で
き
る
と

平成29年度
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感
じ
ら
れ
た
計
12
回
の
講
座
で
し
た
。参
加
者
か
ら
は

「
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
」「
最
新
の
デ
ー
タ
で
学
び
な

お
す
事
が
で
き
た
」等
の
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
有
意
義

な
柔
整
ス
ク
ー
ル
の
企
画
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
惜
し
ま
れ
る
の
は
、当
初
想
定
し
て
い
た
よ
り
参
加

会
員
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。諸
般
の
事
情
に
よ

る
開
催
日
程
の
不
都
合
も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
、そ

の
点
に
つ
い
て
は
反
省
し
、今
後
の
課
題
と
し
ま
す
。

　
本
年
度
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
、運
動
分
野
に
つ
い
て

の
講
座
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
、可
能
な
限
り
参
加

し
や
す
い
日
程
に
調
整
し
て
い
き
ま
す
。必
ず
会
員
諸

氏
の
日
常
業
務
に
役
立
つ
内
容
を
提
供
で
き
る
と
考

え
て
お
り
、多
く
の
会
員
の
参
加
を
希
望
し
ま
す
。

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
学
術
部
長
　
田
村 

博
）

今後、柔整スクールで取り上げて欲しい講座がございました
ら、お気軽に事務局までご連絡ください

東北大学准教授 藤本 敏彦 先生

日本テニス協会公認トレーニン
グコーチ 石川 祐佑 先生

宮整スクール 参加者
「柔道整復師のための

運動生理学」

「柔道整復師のための
トレーニング科学」

講師：東北大学准教授 藤本 敏彦 先生

講師：日本テニス協会公認トレーニングコーチ 石川 祐佑 先生

回

回

第１回

第１・２回

第４・５回

第５・６回

第２・３回

第３・４回

第６回

正会員 ( 名 )

正会員 ( 名 )

72
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39
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37
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38

日程

日程

8/26( 土 )

12/2( 土 )

10/21( 土 )

2/11( 日 )

9/30( 土 )

12/3( 日 )

 11/11( 土 )

準会員・スタッフ ( 名 )

準会員・スタッフ ( 名 )

17

19

28

15

25
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27

合計 ( 名 )

合計 ( 名 )

89

45

67

36

62

42

65
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た
め
に
も
、「
特
に
『
頭
部
外
傷
へ
の
対
処
法
』の
知
識

と
技
術
習
得
が
必
須
」と
の
声
が
活
動
者
か
ら
上
が

り
、今
後
は
、当
会
が
主
催
す
る
Ｓ
Ｖ
Ｍ
講
習
会
の
受

講
者
の
み
を
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
に
派
遣
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
初
回
と
な
る
地
域
別
Ｓ
Ｖ
Ｍ
講
習
会
（
担

当
：
学
術
部
）を
、３
月
11
日
か
ら
４
月
８
日
に
わ

た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
は
、Japan Com

a Scale

（
日
本
で
主
に

使
用
さ
れ
る
意
識
障
害
の
深
度
【
意
識
レ
ベ
ル
】分
類
）

を
中
心
と
し
た
「
頭
部
外
傷
」の
座
学
及
び
、日
赤
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
に
よ
る
「
保
温
」「
搬
送
」等
の
実

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
正
し
い
担
架
の
使
い
方
」を
初

め
て
学
ん
だ
会
員
も
多
く
、有
意
義
な
講
習
会
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、今
回
学
ん
だ
内
容

が
活
か
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
な
い
こ
と
が
最
も
望

　
接
骨
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
宮
城
（
Ｓ
Ｖ
Ｍ
）の
発
足
以

来
20
年
あ
ま
り
が
経
過
し
、県
内
外
に
お
い
て
災
害
時

や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
多
く
の
会
員
・
準
会
員
を
救
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
し
て
来
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
県
民
国
民
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
の
み
な
ら
ず
、柔

道
整
復
師
の
知
名
度
向
上
に
寄
与
し
て
来
た
こ
と
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
全
国
的
に
は
、善
意
で
救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、そ
の
対
応
を
誤
っ
た
た
め
に

訴
訟
を
起
こ
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。幸
い
に
も
当
会
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
で
大
き
な
問

題
が
生
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
後
そ

の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

ん
。「
会
員
・
準
会
員
が
希
望
す
れ
ば
誰
で
も
Ｓ
Ｖ
Ｍ

活
動
が
出
来
る
」と
し
て
い
ま
し
た
が
、「
救
護
者
を
守

る
」と
い
う
観
点
に
加
え
、「
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
者
を
守
る
」

地
域
別

Ｓ
Ｖ
Ｍ
講
習
会
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学
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部
長
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Ｖ
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Ｍ
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ま
れ
ま
す
が
、万
が
一
の
場
合
に
は
遅
滞
な
く
万
全
の

救
護
活
動
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
今
回
、Ｓ
Ｖ
Ｍ
講
習
会
開
催
に
あ
た
り
、関
係
各
位

に
多
大
な
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。講
習
内
容
・
開
催
日

程
等
を
調
整
、資
材
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
日
本
赤
十

字
社
宮
城
県
支
部
事
業
推
進
課
、ま
た
実
技
担
当
の

日
赤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
の
皆
様
、そ
し
て
Ｓ
Ｖ
Ｍ

地
域
代
表
や
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
、御
礼
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、今
後
の
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
資
格
に
つ
い
て
は
、改
正

「
接
骨
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
宮
城
規
約
」を
参
照
く
だ
さ

い
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
学
術
部
長
　
田
村 

博
）

田村学術部長から頭部外傷について

地域別SVM講習会
日程

3/11

4/1

3/25

4/8

正会員 準会員 合計

42 15 57

10 ８ 18

11 ３ 14

11

74

４

30

18

104

会場

フォレスト仙台

石巻市総合福祉会館みなと荘

岩沼勤労者活動センター

 大崎市図書館

 総計
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三会員 長寿祝賀会

　
平
成
29
年
11
月
26
日
（
日
）、穏
や
か
な
日
差
し
の

好
天
の
中
、江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、蔭
山

京
子
、大
橋
良
雄
、小
関
惺
晧
３
名
の
先
生
方
の
長
寿

の
祝
い
を
、感
謝
を
込
め
て
行
い
ま
し
た
。

　
ご
参
集
の
方
々
は
、三
先
生
と
親
交
の
深
か
っ
た
約

40
名
で
、思
い
出
話
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、和

や
か
に
親
睦
を
深
め
た
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

　
蔭
山
先
生
は
、平
成
29
年
11
月
に
満
90
歳
を
迎
え

ら
れ
当
会
で
の
最
高
齢
者
で
す
。調
査
し
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、お
そ
ら
く
現
役
の
女
性
柔
道
整
復
師

と
し
て
は
全
国
で
も
最
高
齢
者
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。先
生
が
開
業
し
た
当
時
は
、全
国
で
も
女
性

の
数
が
少
な
く
「
ほ
ね
つ
ぎ
の
先
生
」イ
コ
ー
ル
「
柔

道
の
先
生
」と
い
う
社
会
的
認
知
の
中
で
、大
変
な
努

力
と
苦
労
を
さ
れ
な
が
ら
地
域
医
療
に
尽
力
さ
れ
た

も
の
と
推
量
い
た
し
ま
す
。現
在
の
女
性
整
復
師
の
活

躍
の
道
を
、蔭
山
先
生
が
先
達
者
と
し
て
切
り
拓
い
て

い
た
だ
い
た
功
績
は
称
讃
に
価
す
る
も
の
で
す
。

　
大
橋
先
生
、小
関
先
生
は
共
に
80
歳
を
過
ぎ
た
現

在
も
治
療
室
に
立
た
れ
て
お
り
、地
域
医
療
を
守
ら
れ

て
い
る
姿
は
我
々
後
輩
も
目
標
と
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。両
氏
は
永
ら
く
当
会
の
役
員
と
し
て
会
員
の
た

め
に
奉
仕
し
、現
在
の
会
繁
栄
の
基
を
作
っ
て
い
た
だ

三先生を囲んでの集合写真

蔭山京子先生・大橋良雄先生・小関惺晧先生
平成29年11月26日（日）・江陽グランドホテルにて
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や
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
、御
礼
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、今
後
の
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
資
格
に
つ
い
て
は
、改
正

「
接
骨
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
宮
城
規
約
」を
参
照
く
だ
さ

い
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
学
術
部
長
　
田
村 

博
）

田村学術部長から頭部外傷について

地域別SVM講習会
日程

3/11

4/1

3/25

4/8

正会員 準会員 合計

42 15 57

10 ８ 18

11 ３ 14

11

74

４

30

18

104

会場

フォレスト仙台

石巻市総合福祉会館みなと荘

岩沼勤労者活動センター

 大崎市図書館

 総計
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三会員 長寿祝賀会

　
平
成
29
年
11
月
26
日
（
日
）、穏
や
か
な
日
差
し
の

好
天
の
中
、江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、蔭
山

京
子
、大
橋
良
雄
、小
関
惺
晧
３
名
の
先
生
方
の
長
寿

の
祝
い
を
、感
謝
を
込
め
て
行
い
ま
し
た
。

　
ご
参
集
の
方
々
は
、三
先
生
と
親
交
の
深
か
っ
た
約

40
名
で
、思
い
出
話
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、和

や
か
に
親
睦
を
深
め
た
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

　
蔭
山
先
生
は
、平
成
29
年
11
月
に
満
90
歳
を
迎
え

ら
れ
当
会
で
の
最
高
齢
者
で
す
。調
査
し
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、お
そ
ら
く
現
役
の
女
性
柔
道
整
復
師

と
し
て
は
全
国
で
も
最
高
齢
者
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。先
生
が
開
業
し
た
当
時
は
、全
国
で
も
女
性

の
数
が
少
な
く
「
ほ
ね
つ
ぎ
の
先
生
」イ
コ
ー
ル
「
柔

道
の
先
生
」と
い
う
社
会
的
認
知
の
中
で
、大
変
な
努

力
と
苦
労
を
さ
れ
な
が
ら
地
域
医
療
に
尽
力
さ
れ
た

も
の
と
推
量
い
た
し
ま
す
。現
在
の
女
性
整
復
師
の
活

躍
の
道
を
、蔭
山
先
生
が
先
達
者
と
し
て
切
り
拓
い
て

い
た
だ
い
た
功
績
は
称
讃
に
価
す
る
も
の
で
す
。

　
大
橋
先
生
、小
関
先
生
は
共
に
80
歳
を
過
ぎ
た
現

在
も
治
療
室
に
立
た
れ
て
お
り
、地
域
医
療
を
守
ら
れ

て
い
る
姿
は
我
々
後
輩
も
目
標
と
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。両
氏
は
永
ら
く
当
会
の
役
員
と
し
て
会
員
の
た

め
に
奉
仕
し
、現
在
の
会
繁
栄
の
基
を
作
っ
て
い
た
だ

三先生を囲んでの集合写真

蔭山京子先生・大橋良雄先生・小関惺晧先生
平成29年11月26日（日）・江陽グランドホテルにて
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き
ま
し
た
。そ
し
て
当
会
の
み
な
ら
ず
斯
界
の
歴
史
の

証
言
者
と
も
云
え
る
方
々
で
す
。

「
灯
々
無
尽
」３
名
の
先
生
方
に
灯
し
て
い
た
だ
い
た
、

柔
道
整
復
師
の
精
神
を
我
々
が
受
け
継
ぎ
、消
す
こ

と
な
く
次
へ
、そ
し
て
、ま
た
後
輩
へ
と
尽
き
る
こ
と
な

く
繋
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、こ
れ
か
ら
も
健
康
に

は
充
分
に
留
意
さ
れ
、益
々
お
元
気
に
ご
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
、祝
賀
会
の
報
告
と
し
ま
す
。

    

　（
祝
賀
会
発
起
人 

相
談
役 

柴
田 
仁
市
郎
）

祝賀会発起人 木村 清徳 会員 乾杯の挨拶 櫻田会長 挨拶

蔭
山 

京
子 

先
生

大
橋 

良
雄 
先
生

小
関 

惺
晧 

先
生
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文
部
科
学
大
臣
杯
・
神
永
昭
夫
杯
争
奪

第
27
回

日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
予
選
宮
城
県
大
会

平成30年4月22日（日）
女川町総合体育館にて

神
永
昭
夫
杯

争
奪
宮
城
県
少
年
柔
道
大
会

平成30年度

　
平
成
30
年
４
月
22
日
（
日
）に
文
部
科
学
大
臣
杯
・

神
永
昭
夫
杯
争
奪
第
27
回
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会

予
選
宮
城
県
大
会
並
び
に
平
成
30
年
度
神
永
昭
夫
杯

争
奪
宮
城
県
少
年
柔
道
大
会
が
女
川
町
総
合
体
育
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
大
会
か
ら
、宮
城
県
出
身

で
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
無
差
別

級
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
神
永
昭
夫
氏
の
名
前
が
冠
に
つ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
、神
永
氏
の
ご
親
族
や
明
治
大
学
校
友

会
宮
城
県
支
部
関
係
者
、宮
城
県
柔
道
連
盟
・
佐
藤

幸
二
会
長
ほ
か
多
く
の
来
賓
が
観
戦
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、神
永
先
生
が
明
治
大
学
監
督
時
代
に
指
導
を
受

け
た
講
道
館
館
長
の
上
村
春
樹
様
、全
日
本
柔
道
連

盟
会
長
の
山
下
泰
裕
様
か
ら
の
祝
電
も
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
大
会
は
小
学
生
選
手
よ
り
も
中
学
生
選
手
の
参

加
が
多
く
、大
会
全
体
の
参
加
人
数
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、熱
の
入
っ
た
応
援
、白
熱
し
た
試
合
が
続
き

ま
し
た
。小
学
生
の
中
に
は
「
神
永
先
生
の
よ
う
に
オ

祝辞 女川町長 須田 善明 様

選手宣誓

明治大学校友会 宮城県支部長 鳥山 文蔵 様

宮城県柔道連盟 会長 佐藤 幸二 様

櫻田 裕 会長
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き
ま
し
た
。そ
し
て
当
会
の
み
な
ら
ず
斯
界
の
歴
史
の

証
言
者
と
も
云
え
る
方
々
で
す
。

「
灯
々
無
尽
」３
名
の
先
生
方
に
灯
し
て
い
た
だ
い
た
、

柔
道
整
復
師
の
精
神
を
我
々
が
受
け
継
ぎ
、消
す
こ

と
な
く
次
へ
、そ
し
て
、ま
た
後
輩
へ
と
尽
き
る
こ
と
な

く
繋
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、こ
れ
か
ら
も
健
康
に

は
充
分
に
留
意
さ
れ
、益
々
お
元
気
に
ご
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
、祝
賀
会
の
報
告
と
し
ま
す
。

    

　（
祝
賀
会
発
起
人 

相
談
役 

柴
田 

仁
市
郎
）

祝賀会発起人 木村 清徳 会員 乾杯の挨拶 櫻田会長 挨拶

蔭
山 

京
子 

先
生

大
橋 

良
雄 

先
生

小
関 

惺
晧 

先
生
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文
部
科
学
大
臣
杯
・
神
永
昭
夫
杯
争
奪

第
27
回

日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
予
選
宮
城
県
大
会

平成30年4月22日（日）
女川町総合体育館にて
平成30年4月22日（日）

神
永
昭
夫
杯

争
奪
宮
城
県
少
年
柔
道
大
会

平成30年度

　
平
成
30
年
４
月
22
日
（
日
）に
文
部
科
学
大
臣
杯
・

神
永
昭
夫
杯
争
奪
第
27
回
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会

予
選
宮
城
県
大
会
並
び
に
平
成
30
年
度
神
永
昭
夫
杯

争
奪
宮
城
県
少
年
柔
道
大
会
が
女
川
町
総
合
体
育
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
大
会
か
ら
、宮
城
県
出
身

で
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
無
差
別

級
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
神
永
昭
夫
氏
の
名
前
が
冠
に
つ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
、神
永
氏
の
ご
親
族
や
明
治
大
学
校
友

会
宮
城
県
支
部
関
係
者
、宮
城
県
柔
道
連
盟
・
佐
藤

幸
二
会
長
ほ
か
多
く
の
来
賓
が
観
戦
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、神
永
先
生
が
明
治
大
学
監
督
時
代
に
指
導
を
受

け
た
講
道
館
館
長
の
上
村
春
樹
様
、全
日
本
柔
道
連

盟
会
長
の
山
下
泰
裕
様
か
ら
の
祝
電
も
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
大
会
は
小
学
生
選
手
よ
り
も
中
学
生
選
手
の
参

加
が
多
く
、大
会
全
体
の
参
加
人
数
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、熱
の
入
っ
た
応
援
、白
熱
し
た
試
合
が
続
き

ま
し
た
。小
学
生
の
中
に
は
「
神
永
先
生
の
よ
う
に
オ

祝辞 女川町長 須田 善明 様

選手宣誓

明治大学校友会 宮城県支部長 鳥山 文蔵 様

宮城県柔道連盟 会長 佐藤 幸二 様

櫻田 裕 会長

27-32.indd   27 2018/06/19   2:22

25



2 8  

優　勝

第３位

柳柔会牛木道場　

豊里柔道クラブA　

準優勝

第３位

八木山柔道愛好会A　

大崎柔道クラブA　

※小学団体の部の優勝、準優勝チームは平成30年7月16日（月・
祝）に開催される第26回東北少年柔道大会へ出場します。

【優勝】柳柔会牛木道場　　

【第3位】豊里柔道クラブA【第3位】大崎柔道クラブA　 【準優勝】八木山柔道愛好会A　

救護風景

【優勝】若柳柔道スポーツ少年団

小学生
団体の部

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
い
」と
い
う
選
手
、「
宮
城
県
に
神

永
先
生
の
よ
う
な
偉
大
な
柔
道
家
が
い
た
こ
と
を
初

め
て
知
り
、誇
り
に
思
う
」と
語
る
応
援
の
父
母
も
い

ま
し
た
。

　
柔
道
整
復
師
が
開
催
す
る
柔
道
大
会
だ
け
あ
っ
て

選
手
た
ち
の
怪
我
も
救
護
担
当
会
員
の
応
急
手
当
の

態
勢
・
ス
ピ
ー
ド
は
他
の
柔
道
大
会
で
は
見
ら
れ
な
い

見
事
な
も
の
で
、こ
れ
に
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
安
心

し
た
様
子
で
し
た
。

　
閉
会
の
挨
拶
で
は
、芦
澤
卓
也
副
会
長
よ
り
、 「
大

会
中
、ト
イ
レ
の
散
ら
か
っ
た
ス
リ
ッ
パ
を
き
れ
い
に
並

べ
て
い
た
小
学
生
選
手
を
見
て
、嬉
し
く
感
心
し
ま
し

た
」 「
そ
の
選
手
は
石
巻
木
村
柔
道
館
の
６
年
生
、石

垣
琉
生
君
で
す
」と
紹
介
が
あ
り
、大
会
は
大
き
な
拍

手
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

  （
柔
道
大
会
推
進
委
員
会
　
委
員
長 

佐
藤 
昭
彦
）
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大将

中堅

秋葉 琥太郎 小学６年

浅野 誠太 小学５年

（柳柔会牛木道場）　

（豊里柔道クラブ）

副将

次鋒

先鋒

小野寺 渓　 小学６年

五十嵐 紘生 小学５年

渡辺 春平 小学４年

（八木山柔道愛好会）

（大崎柔道クラブ）

（柳柔会牛木道場）

宮城県選抜チーム

【第3位】大崎柔道クラブA 【第3位】志栄會凌門塾A 【準優勝】泉柔道スポーツ少年団A

【優勝】桃生柔道スポーツ少年団A

宮城県代表選手
第27回日整全国少年柔道大会

（平成30年10月7日（日）講道館）

優　勝

第３位

桃生柔道スポーツ少年団A

志栄會凌門塾A

準優勝

第３位

泉柔道スポーツ少年団A

大崎柔道クラブA

中学生
団体の部
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優　勝

第３位

柳柔会牛木道場　

豊里柔道クラブA　

準優勝

第３位

八木山柔道愛好会A　

大崎柔道クラブA　

※小学団体の部の優勝、準優勝チームは平成30年7月16日（月・
祝）に開催される第26回東北少年柔道大会へ出場します。

【優勝】柳柔会牛木道場　　

【第3位】豊里柔道クラブA【第3位】大崎柔道クラブA　 【準優勝】八木山柔道愛好会A　

救護風景

【優勝】若柳柔道スポーツ少年団

小学生
団体の部

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
い
」と
い
う
選
手
、「
宮
城
県
に
神

永
先
生
の
よ
う
な
偉
大
な
柔
道
家
が
い
た
こ
と
を
初

め
て
知
り
、誇
り
に
思
う
」と
語
る
応
援
の
父
母
も
い

ま
し
た
。

　
柔
道
整
復
師
が
開
催
す
る
柔
道
大
会
だ
け
あ
っ
て

選
手
た
ち
の
怪
我
も
救
護
担
当
会
員
の
応
急
手
当
の

態
勢
・
ス
ピ
ー
ド
は
他
の
柔
道
大
会
で
は
見
ら
れ
な
い

見
事
な
も
の
で
、こ
れ
に
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
安
心

し
た
様
子
で
し
た
。

　
閉
会
の
挨
拶
で
は
、芦
澤
卓
也
副
会
長
よ
り
、 「
大

会
中
、ト
イ
レ
の
散
ら
か
っ
た
ス
リ
ッ
パ
を
き
れ
い
に
並

べ
て
い
た
小
学
生
選
手
を
見
て
、嬉
し
く
感
心
し
ま
し

た
」 「
そ
の
選
手
は
石
巻
木
村
柔
道
館
の
６
年
生
、石

垣
琉
生
君
で
す
」と
紹
介
が
あ
り
、大
会
は
大
き
な
拍

手
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

  （
柔
道
大
会
推
進
委
員
会
　
委
員
長 

佐
藤 

昭
彦
）
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大将

中堅

秋葉 琥太郎 小学６年

浅野 誠太 小学５年

（柳柔会牛木道場）　

（豊里柔道クラブ）

副将

次鋒

先鋒

小野寺 渓　 小学６年

五十嵐 紘生 小学５年

渡辺 春平 小学４年

（八木山柔道愛好会）

（大崎柔道クラブ）

（柳柔会牛木道場）

宮城県選抜チーム

【第3位】大崎柔道クラブA 【第3位】志栄會凌門塾A 【準優勝】泉柔道スポーツ少年団A

【優勝】桃生柔道スポーツ少年団A

宮城県代表選手
第27回日整全国少年柔道大会

（平成30年10月7日（日）講道館）

優　勝

第３位

桃生柔道スポーツ少年団A

志栄會凌門塾A

準優勝

第３位

泉柔道スポーツ少年団A

大崎柔道クラブA

中学生
団体の部
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県
代
表
選
手
・
全
国
で
健
闘

─ 

「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
賞
」
受
賞
！

平成29年10月８日（日）・講道館にて

【文部科学大臣杯争奪】

第26回
日整全国少年柔道大会

【厚生労働大臣旗争奪】

第41回
日整全国柔道大会

【文部科学大臣杯争奪】　

第７回
日整全国少年柔道形競技会

3 0  

　
平
成
29
年
10
月
8
日
（
日
）東
京
・
講
道
館
で
第

26
回
文
部
科
学
大
臣
杯
争
奪
日
整
全
国
少
年
柔
道
大

会
、第
41
回
厚
生
労
働
大
臣
旗
日
整
全
国
柔
道
大
会
、

第
7
回
文
部
科
学
大
臣
杯
争
奪
日
整
全
国
少
年
柔
道

形
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
日
整
会
員
の

先
生
方
や
小
学
生
選
手
た
ち
が
熱
戦
を
展
開
。応
援

の
声
も
高
ま
り
、熱
気
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
我
が
宮
城
県
の
代
表
と
し
て
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

50
歳
代
で
優
勝
し
た
渡
部
康
光
会
員
が
東
北
代
表

チ
ー
ム
の
大
将
と
し
て
出
場
。

　
小
学
生
の
部
で
は
、先
鋒
・
髙
橋
綾
乃
（
絋
倫
館
柔

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）次
鋒
・
佐
々
木
俠
峨
（
若
柳
柔

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）中
堅
・
瀬
尾
駿
也
（
仙
台
大
学

柔
道
塾
）副
将
・
鎌
田
大
蔵
（
迫
町
柔
道
少
年
団
）大

将
・
佐
藤
聖
也
（
若
柳
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）の
選

抜
チ
ー
ム
で
出
場
し
ま
し
た
。
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小
学
生
の
部
の
１
回
戦
は
岡
山
県
と
対
戦
。次
鋒
の

佐
々
木
俠
峨
く
ん
が
機
敏
な
動
き
で
相
手
を
翻
弄
し

「
技
あ
り
」を
奪
い
、そ
の
他
の
選
手
た
ち
も
一
歩
も
引

か
な
い
試
合
展
開
で
引
分
け
に
持
ち
込
み
１
対
０
で

勝
利
。数
年
ぶ
り
の
1
回
戦
突
破
と
な
り
ま
し
た
。

　
宮
城
県
関
係
者
た
ち
の
期
待
度
が
増
す
中
、２
回

戦
は
静
岡
県
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。先
鋒
の
髙
橋

綾
乃
さ
ん
、次
鋒
の
佐
々
木
俠
峨
く
ん
が
技
を
か
け

て
押
し
気
味
に
試
合
を
進
め
る
も
一
瞬
の
隙
を
突
か

れ
抑
え
込
み
で
敗
れ
ま
し
た
が
、中
堅
の
瀬
尾
駿
也
く

ん
、副
将
の
鎌
田
大
蔵
く
ん
が
果
敢
に
攻
め
て
勝
利
。

大
将
の
佐
藤
聖
也
く
ん
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る

中
、気
迫
あ
ふ
れ
る
試
合
で
相
手
を
攻
め
る
も「
有
効
」

を
奪
わ
れ
、惜
し
く
も
２
対
３
で
２
回
戦
敗
退
と
な

り
ま
し
た
。選
手
は
一
生
懸
命
に
試
合
を
し
た
だ
け
に

溢
れ
る
涙
も
多
く
、悔
し
さ
も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、次
の
機
会
に
は
必
ず
結
果
を
出
し
て
く
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
今
大
会
、 

宮
城
県
代
表
チ
ー
ム
は
監
督
を
含
め
、 

試
合
態
度
の
優
良
な
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
「
フ
ェ
ア
プ

レ
ー
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
東
北
代
表
チ
ー
ム
は
先
鋒
・
牧
野
貴
彦
会
員 （
秋

田
県
） 

次
鋒
・
佐
々
木
宏
輔
会
員 （
秋
田
県
） 

中
堅
・

松
田
幸
泰
会
員 （
秋
田
県
）副
将
・
工
藤
渉
会
員
（
青

森
県
）大
将
・
渡
部
康
光
会
員
（
宮
城
県
）が
出
場
し

ま
し
た
。

　
１
回
戦
は
北
海
道
チ
ー
ム
と
の
対
戦
。先
鋒
の
牧
野

会
員
、中
堅
の
松
田
会
員
が
共
に
勝
利
し
、副
将
戦
が

終
わ
っ
た
段
階
で
２
対
０
で
勝
利
が
確
定
。大
将
の
渡

部
康
光
会
員
の
出
番
と
な
り
ま
し
た
。相
手
の
隙
を
つ

き
、技
を
繰
り
出
す
も
お
互
い
に
も
つ
れ
て
転
倒
。審

判
の
判
定
は
惜
し
く
も
相
手
へ
の
ポ
イ
ン
ト
。そ
の
後
、

試
合
を
進
め
る
も
時
間
切
れ
と
な
り
敗
れ
る
も
２
対

日
整
全
国
少
年

柔
道
大
会

【
文
部
科
学
大
臣
杯
争
奪
】

第26回

日
整
全
国

柔
道
大
会

【
厚
生
労
働
大
臣
旗
争
奪
】

第41回

平成29年10月８日（日）・講道館にて

小学生 宮城県代表チーム

東北代表 渡部 康光 会員
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文部科学大臣杯争奪
第26回日整全国少年柔道大会

厚生労働大臣旗争奪
第41回日整全国柔道大会

文部科学大臣杯争奪
第7回日整全国少年柔道形競技会

優　勝

優　勝

優　勝

愛知県

南関東B

青森県

第３位

第３位

第３位

静岡県

東海東部

岡山県

準優勝

準優勝

準優勝

岐阜県

近畿

北海道A

第３位

第３位

第３位

熊本県

九州

三重県

3 2  

１
で
１
回
戦
を
勝
利
し
２
回
戦
へ
と
進
出
し
ま
し
た
。

　
２
回
戦
は
東
海
東
部
チ
ー
ム
と
の
対
戦
。先
鋒
、副

将
が
引
分
け
。次
鋒
の
佐
々
木
会
員
が
絞
め
技
で
一
本

勝
ち
す
る
も
中
堅
、大
将
が
ポ
イ
ン
ト
を
取
ら
れ
１
対

２
で
惜
し
く
も
２
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
は
１
回
戦
と
２
回
戦
の
試
合
間
が
約
２

時
間
半
程
あ
り
、選
手
の
試
合
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
が
大
変
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、大
き
な
け
が

も
な
く
終
わ
っ
た
こ
と
は
な
り
よ
り
で
し
た
。

　
渡
部
康
光
会
員
が
東
北
の
代
表
選
手
と
し
て
出
場

さ
れ
た
事
は
、我
々
宮
城
県
会
員
の
誇
り
で
あ
り
、称

賛
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
各
大
会
の
結
果
は
別
表
の
通
り
で
す
。

（
柔
道
大
会
推
進
委
員
会
　
委
員
長 

佐
藤 

昭
彦
）

ドラマチックな熱戦の連続！
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日本柔道整復師会 保険部介護対策課 
藤田 正一 先生

　
平
成
30
年
２
月
18
日
（
日
）仙
台
医
健
専
門
学
校

第
二
校
舎
に
お
い
て
、標
記
講
習
会
が
当
会
の
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。公
益
社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復

師
会
は
、「
機
能
訓
練
指
導
員
認
定
柔
道
整
復
師
講
習

会
」を
開
催
し
、そ
の
講
習
を
受
け
た
柔
道
整
復
師
を

『
機
能
訓
練
指
導
員
認
定
柔
道
整
復
師
』と
し
て
認

定
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
の
介
護
保
険
改
正
に
と
も
な
い
柔
道
整

復
師
は
機
能
訓
練
指
導
員
と
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

介
護
予
防
事
業
へ
の
参
入
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
、平
成
30
年
度
か
ら
は
介
護
保
険
の
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
と
い
う
制
度
に
よ
り
、整
骨
・
接
骨
院
が

市
町
村
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
で
、休
み
の
日
や
休
憩

時
間
に
治
療
室
を
使
っ
た
短
時
間
型
の
介
護
予
防
事

業
が
可
能
と
な
り
、整
骨
・
接
骨
院
自
体
が
介
護
分
野

で
活
躍
で
き
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。柔
道
整
復
師
の
介
護
分
野
で
の
期
待
は
今
後
ま

す
ま
す
高
ま
り
、活
躍
の
機
会
も
増
え
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会
の
講
師
に
は
、日
本
柔
道

整
復
師
会 

保
険
部
介
護
対
策
課
　
藤
田
正
一
先
生
を

お
招
き
し
て
、次
の
内
容
で
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
習
内
容

①
介
護
保
険
の
最
新
情
報

②
柔
道
整
復
師
と
介
護
予
防

③
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
介
護
予
防
に
つ
い
て

④
整
骨
・
接
骨
院
の
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の

参
入
事
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
保
険
部
長
　
菊
地 

慎
治
）

機
能
訓
練
指
導
員

認
定
柔
道
整
復
師

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

公益社団法人
日本柔道整復師会
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文部科学大臣杯争奪
第26回日整全国少年柔道大会

厚生労働大臣旗争奪
第41回日整全国柔道大会

文部科学大臣杯争奪
第7回日整全国少年柔道形競技会

優　勝

優　勝

優　勝

愛知県

南関東B

青森県

第３位

第３位

第３位

静岡県

東海東部

岡山県

準優勝

準優勝

準優勝

岐阜県

近畿

北海道A

第３位

第３位

第３位

熊本県

九州

三重県

3 2  

１
で
１
回
戦
を
勝
利
し
２
回
戦
へ
と
進
出
し
ま
し
た
。

　
２
回
戦
は
東
海
東
部
チ
ー
ム
と
の
対
戦
。先
鋒
、副

将
が
引
分
け
。次
鋒
の
佐
々
木
会
員
が
絞
め
技
で
一
本

勝
ち
す
る
も
中
堅
、大
将
が
ポ
イ
ン
ト
を
取
ら
れ
１
対

２
で
惜
し
く
も
２
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
は
１
回
戦
と
２
回
戦
の
試
合
間
が
約
２

時
間
半
程
あ
り
、選
手
の
試
合
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
が
大
変
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、大
き
な
け
が

も
な
く
終
わ
っ
た
こ
と
は
な
り
よ
り
で
し
た
。

　
渡
部
康
光
会
員
が
東
北
の
代
表
選
手
と
し
て
出
場

さ
れ
た
事
は
、我
々
宮
城
県
会
員
の
誇
り
で
あ
り
、称

賛
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
各
大
会
の
結
果
は
別
表
の
通
り
で
す
。

（
柔
道
大
会
推
進
委
員
会
　
委
員
長 

佐
藤 

昭
彦
）

ドラマチックな熱戦の連続！
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日本柔道整復師会 保険部介護対策課 
藤田 正一 先生

　
平
成
30
年
２
月
18
日
（
日
）仙
台
医
健
専
門
学
校

第
二
校
舎
に
お
い
て
、標
記
講
習
会
が
当
会
の
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。公
益
社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復

師
会
は
、「
機
能
訓
練
指
導
員
認
定
柔
道
整
復
師
講
習

会
」を
開
催
し
、そ
の
講
習
を
受
け
た
柔
道
整
復
師
を

『
機
能
訓
練
指
導
員
認
定
柔
道
整
復
師
』と
し
て
認

定
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
の
介
護
保
険
改
正
に
と
も
な
い
柔
道
整

復
師
は
機
能
訓
練
指
導
員
と
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

介
護
予
防
事
業
へ
の
参
入
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
、平
成
30
年
度
か
ら
は
介
護
保
険
の
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
と
い
う
制
度
に
よ
り
、整
骨
・
接
骨
院
が

市
町
村
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
で
、休
み
の
日
や
休
憩

時
間
に
治
療
室
を
使
っ
た
短
時
間
型
の
介
護
予
防
事

業
が
可
能
と
な
り
、整
骨
・
接
骨
院
自
体
が
介
護
分
野

で
活
躍
で
き
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。柔
道
整
復
師
の
介
護
分
野
で
の
期
待
は
今
後
ま

す
ま
す
高
ま
り
、活
躍
の
機
会
も
増
え
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会
の
講
師
に
は
、日
本
柔
道

整
復
師
会 

保
険
部
介
護
対
策
課
　
藤
田
正
一
先
生
を

お
招
き
し
て
、次
の
内
容
で
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
習
内
容

①
介
護
保
険
の
最
新
情
報

②
柔
道
整
復
師
と
介
護
予
防

③
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
介
護
予
防
に
つ
い
て

④
整
骨
・
接
骨
院
の
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の

参
入
事
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
保
険
部
長
　
菊
地 

慎
治
）

機
能
訓
練
指
導
員

認
定
柔
道
整
復
師

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

公益社団法人
日本柔道整復師会
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ス
テ
ム
構
築
の
橋
渡
し
を
す
る
の
と
同
時
に
、多
職
種

の
連
携
、在
宅
医
療
の
推
進
、健
康
長
寿
へ
の
支
援
を

目
的
と
し
て
有
力
な
地
域
資
源
と
な
る
べ
く
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
事
業
の
対
象
と
な
る
方
は
「
要
支
援
１
、２
の

認
定
を
受
け
て
い
る
者
」ま
た
は
「
豊
齢
力
（
基
本
）

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者
」の
う
ち
利
用
者
本
人
が
何

ら
か
の
支
援
を
得
な
け
れ
ば
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
で
、サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
自
立

を
促
せ
る
状
態
に
あ
る
方
た
ち
で
す
。「
豊
齢
力
（
基

本
）チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者
」の
一
例
と
し
て
、

◉
階
段
の
手
す
り
や
壁
を
伝
わ
ら
ず
に
昇
っ
て
い
ま
す

か
？

◉
椅
子
に
座
っ
た
状
態
か
ら
何
も
つ
か
ま
ら
ず
に
立

ち
上
が
っ
て
い
ま
す
か
？

　
平
成
26
年
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
地
域
支
援

事
業
が
再
編
さ
れ
、新
体
系
と
な
る
「
新
し
い
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
以
下
、総
合
事
業
）

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。総
合
事
業
の
開
始
に
あ
た
り
、

３
年
間
の
猶
予
期
間
（
平
成
29
年
３
月
末
ま
で
）が

設
け
ら
れ
、平
成
29
年
４
月
か
ら
全
国
約
１
７
０
０

の
市
町
村
で
一
律
に
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。  

　
総
合
事
業
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
市
町

村
が
中
心
と
な
っ
て
、地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、住
民

な
ど
の
多
様
な
主
体
が
参
画
し
、様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
す
る
こ
と
で
、地
域
の
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
、要
支
援
者
に
対
す
る
効
果
的
か
つ
効
率
的
な

支
援
等
を
可
能
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
こ
で
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
介
護
企
画

推
進
室
（
以
下
、介
護
企
画
推
進
室
）で
は
、地
域
に

根
差
し
て
い
る
接
骨
院
、整
骨
院
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ

宮
城
県
柔
道

整
復
師
会
の
取
り
組
み

新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
お
け
る
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ま
し
た
。総
合
事
業
に
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
、ま
た

は
話
だ
け
で
も
聞
い
て
み
た
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、い
つ
で
も
介
護
企
画
推
進
室
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
総
合
事
業
参
入
後
の
柔
道
整
復
師
は
以
下
の
社
会

資
源
と
な
る
よ
う
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
、住
み
慣
れ
た
地
域
に
お

い
て
、

◉
す
ぐ
に
通
え
る
距
離
に
、運
動
器
の
機
能
低
下
（
痛

み
や
可
動
域
の
制
限
）の
改
善
に
対
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ

を
可
能
に
す
る
活
動
拠
点
と
人
的
協
力
が
確
保
で
き

る
。

◉
住
民
が
自
分
で
通
え
る
範
囲
に
介
護
予
防
の
拠
点

が
多
く
あ
る
こ
と
で
参
加
し
や
す
い
環
境
が
で
き
る
。

◉
災
害
時
に
は
、救
護
や
処
置
が
で
き
る
施
設
、人
的

協
力
者
の
提
供
が
可
能
と
な
る
。

　
柔
道
整
復
師
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、接
骨
院
・

整
骨
院
が
地
域
の
中
で
有
力
な
社
会
資
源
と
な
る
こ

と
を
介
護
企
画
推
進
室
で
は
、今
後
も
継
続
し
て
宮

城
県
お
よ
び
各
市
町
村
に
働
き
か
け
て
ゆ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　（
介
護
企
画
推
進
室 

副
室
長
　
若
井 

晃
）

◉
15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
い
て
い
ま
す
か
？

◉
こ
の
１
年
間
に
転
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

◉
転
倒
に
対
す
る
不
安
は
大
き
い
で
す
か
？

　
右
記
の
５
項
目
の
う
ち
３
項
目
以
上
に
該
当
さ
れ

る
方
は
「
豊
齢
力
（
基
本
）チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当

者
」で
す
。該
当
者
を
確
認
し
て
み
て
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
　
私
た
ち
接
骨
院
・
整
骨
院
に
多
数
訪
れ
て
い

る
方
た
ち
が
対
象
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、介
護
企
画
推
進
室
で
の
調
査
に
よ
る
と
、総

合
事
業
対
象
者
属
性
に
は
腰
痛
、膝
痛
が
大
き
な
原

因
と
な
っ
て
い
る
報
告
結
果
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

柔
道
整
復
師
は
ケ
ガ
と
痛
み
に
対
し
て
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
で
す
。総
合
事
業
対
象
者
は
柔
道
整
復
師
の

最
も
身
近
な
対
象
者
と
言
え
ま
す
。こ
の
対
象
者
へ
早

期
に
効
果
的
な
介
入
を
は
た
し
、高
齢
化
に
お
け
る
地

域
の
現
状
を
食
い
止
め
る
べ
く
総
合
事
業
参
入
が
介

護
企
画
推
進
室
で
は
必
要
な
取
り
組
み
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
で
は
宮
城
県
内
全

域
の
会
員
を
対
象
に
法
人
格
を
有
し
な
い
一
人
施
術

管
理
者
も
総
合
事
業
へ
の
参
入
が
で
き
る
体
制
を
目

指
し
、総
合
事
業
に
特
化
し
最
小
限
の
法
人
組
織
運

営
形
態
と
し
た
非
営
利
型
一
般
社
団
法
人
を
設
立
し

◉あなたは、（公社）宮城県柔道整復師会の会員です。
◉意見を出さず、体制に追随していませんか。
◉意見を言わず、諦めていませんか。宮城県柔道整復師会は、あなたの社団です。
◉誰かがやるだろう、誰かが切り開いてくれると思っていませんか。
◉一人の意見が、大きな舵取りになることもあります。
◉どんなことでも結構です。あなたの意見、希望、疑問、情報、なんでもお知らせください。

募集
─意見・提言・趣味─考え、思いつき、感想、提案、会員生の声─

あなたのご意見をお聞かせください。

どんな方法でも結構です、一歩前へ！

33-35.indd   35 2018/06/19   2:11

KYI-13832



3 4  

ス
テ
ム
構
築
の
橋
渡
し
を
す
る
の
と
同
時
に
、多
職
種

の
連
携
、在
宅
医
療
の
推
進
、健
康
長
寿
へ
の
支
援
を

目
的
と
し
て
有
力
な
地
域
資
源
と
な
る
べ
く
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
事
業
の
対
象
と
な
る
方
は
「
要
支
援
１
、２
の

認
定
を
受
け
て
い
る
者
」ま
た
は
「
豊
齢
力
（
基
本
）

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者
」の
う
ち
利
用
者
本
人
が
何

ら
か
の
支
援
を
得
な
け
れ
ば
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
で
、サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
自
立

を
促
せ
る
状
態
に
あ
る
方
た
ち
で
す
。「
豊
齢
力
（
基

本
）チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者
」の
一
例
と
し
て
、

◉
階
段
の
手
す
り
や
壁
を
伝
わ
ら
ず
に
昇
っ
て
い
ま
す

か
？

◉
椅
子
に
座
っ
た
状
態
か
ら
何
も
つ
か
ま
ら
ず
に
立

ち
上
が
っ
て
い
ま
す
か
？

　
平
成
26
年
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
地
域
支
援

事
業
が
再
編
さ
れ
、新
体
系
と
な
る
「
新
し
い
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
以
下
、総
合
事
業
）

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。総
合
事
業
の
開
始
に
あ
た
り
、

３
年
間
の
猶
予
期
間
（
平
成
29
年
３
月
末
ま
で
）が

設
け
ら
れ
、平
成
29
年
４
月
か
ら
全
国
約
１
７
０
０

の
市
町
村
で
一
律
に
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。  

　
総
合
事
業
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
市
町

村
が
中
心
と
な
っ
て
、地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、住
民

な
ど
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的
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な
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等
を
可
能
と
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る
こ
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を
目
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も
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と
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室
で
は
、今
後
も
継
続
し
て
宮

城
県
お
よ
び
各
市
町
村
に
働
き
か
け
て
ゆ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　（
介
護
企
画
推
進
室 

副
室
長
　
若
井 

晃
）

◉
15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
い
て
い
ま
す
か
？

◉
こ
の
１
年
間
に
転
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

◉
転
倒
に
対
す
る
不
安
は
大
き
い
で
す
か
？

　
右
記
の
５
項
目
の
う
ち
３
項
目
以
上
に
該
当
さ
れ

る
方
は
「
豊
齢
力
（
基
本
）チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当

者
」で
す
。該
当
者
を
確
認
し
て
み
て
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
　
私
た
ち
接
骨
院
・
整
骨
院
に
多
数
訪
れ
て
い

る
方
た
ち
が
対
象
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、介
護
企
画
推
進
室
で
の
調
査
に
よ
る
と
、総

合
事
業
対
象
者
属
性
に
は
腰
痛
、膝
痛
が
大
き
な
原

因
と
な
っ
て
い
る
報
告
結
果
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

柔
道
整
復
師
は
ケ
ガ
と
痛
み
に
対
し
て
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
で
す
。総
合
事
業
対
象
者
は
柔
道
整
復
師
の

最
も
身
近
な
対
象
者
と
言
え
ま
す
。こ
の
対
象
者
へ
早

期
に
効
果
的
な
介
入
を
は
た
し
、高
齢
化
に
お
け
る
地

域
の
現
状
を
食
い
止
め
る
べ
く
総
合
事
業
参
入
が
介

護
企
画
推
進
室
で
は
必
要
な
取
り
組
み
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
で
は
宮
城
県
内
全

域
の
会
員
を
対
象
に
法
人
格
を
有
し
な
い
一
人
施
術

管
理
者
も
総
合
事
業
へ
の
参
入
が
で
き
る
体
制
を
目

指
し
、総
合
事
業
に
特
化
し
最
小
限
の
法
人
組
織
運

営
形
態
と
し
た
非
営
利
型
一
般
社
団
法
人
を
設
立
し

◉あなたは、（公社）宮城県柔道整復師会の会員です。
◉意見を出さず、体制に追随していませんか。
◉意見を言わず、諦めていませんか。宮城県柔道整復師会は、あなたの社団です。
◉誰かがやるだろう、誰かが切り開いてくれると思っていませんか。
◉一人の意見が、大きな舵取りになることもあります。
◉どんなことでも結構です。あなたの意見、希望、疑問、情報、なんでもお知らせください。

募集
─意見・提言・趣味─考え、思いつき、感想、提案、会員生の声─

あなたのご意見をお聞かせください。

どんな方法でも結構です、一歩前へ！
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【
報
告
事
項
】

①
事
項
　
第
25
回
学
術
・
生
涯
学
習
講
習
会
に
つ
い

て〔
平
成
29
年
10
月
７
日
（
土
）〕

　
内
容
を
精
査
し
、会
員
に
必
要
な
情
報
な
ら
提
供

し
て
い
く
こ
と
を
説
明
。

②
事
項
　
日
整
合
同
部
会
報
告
に
つ
い
て

　
日
整
合
同
部
会
に
つ
い
て
説
明
。

③
事
項
　
ベ
ト
ナ
ム
国
等
に
お
け
る
「
柔
道
整
復
医

療
協
力
事
業
」派
遣
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て	

　
当
会
か
ら
２
名
の
会
員
を
推
薦
し
た
こ
と
を
説
明
。

④
事
項
　
宮
城
県
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
協
議
会
　
医

療
介
護
多
職
種
連
携
専
門
委
員
会
に
つ
い
て

〔
平
成
29
年
11
月
20
日
（
木
）〕

　
平
成
29
年
２
月
17
日
に
加
入
し
た
宮
城
県
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
協
議
会
の
医
療
介
護
多
職
種
連
携
専
門

委
員
会
に
出
席
し
た
こ
と
を
説
明
。

⑤
事
項
　
社
会
保
険
審
査
会
の
審
理
に
つ
い
て

〔
平
成
29
年
12
月
21
日
（
木
）〕

　
社
会
保
険
審
査
会
の
公
開
審
理
（
再
審
査
請
求
）

 

平
成
29
年
度
第
５
回
理
事
会 

（
平
成
29
年
12
月
16
日
）

【
審
議
結
果
】　

①
事
項
　
公
的
審
査
会
の
権
限
強
化
及
び
保
険
者
に

よ
る
不
支
給
等
に
係
る
情
報
収
集
に
つ
い
て

　
東
北
６
県
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
公
的
審
査
会
の
権

限
強
化
の
情
報
収
集
、不
支
給
に
対
す
る
対
策
を
立
て

る
こ
と
を
承
認
可
決
。

②
事
項
　
職
員
の
制
服
購
入
に
つ
い
て

　
職
員
の
制
服
を
購
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
可

決
。

③
事
項
　
Ｓ
Ｖ
Ｍ
の
活
動
範
囲
の
検
討
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
は
学
術
部
主
催
の
救
急
講
習
を
受
け

た
者
の
み
活
動
者
と
し
、報
酬
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
と

す
る
こ
と
で
承
認
可
決
。

④
事
項
　
平
成
30
年
新
年
祝
賀
会
に
つ
い
て

〔
平
成
30
年
１
月
14
日
（
日
）13
時 

江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
〕

　
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
、料
理
、タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
承
認
可
決
。

に
つ
い
て
説
明
。

⑥
事
項
　
退
会
申
込
者
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
10
月
31
日
付
３
名
、平
成
29
年
11
月
30

日
付
２
名
の
退
会
申
し
出
に
対
し
、理
事
者
全
員
承

認
済
の
説
明
。

⑦
事
項
　
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
と
の
情

報
交
換
会
開
催
に
つ
い
て

〔
平
成
30
年
1
月
18
日
（
木
）ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
仙

台
〕

　
平
成
30
年
１
月
18
日
に
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
と
の
情
報
交
換
会
の
開
催
に
つ
い
て
説
明
。

⑧
事
項
　
開
催
済
み
の
会
議
等
に
つ
い
て
（
３
件
）

　
１
）10
月
８
日
（
日
）栄
養
士
会
　
栄
養
ま
つ
り
参

加
（
保
険
部
）

　
２
）10
月
24
日
（
火
）健
康
保
険
組
合
連
合
会
宮
城

連
合
会
　
情
報
交
換
会
開
催
（
理
事
９
名
、リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　
３
）11
月
５
日
（
日
）日
整
全
国
保
険
部
長
会
議
出

席　
以
上
３
件
の
会
議
等
に
つ
い
て
説
明
。

⑨
事
項
　
第
10
回
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
学

会
に
つ
い
て

〔
平
成
30
年
6
月
17
日
（
日
）仙
台
市
中
小
企
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
（
ア
エ
ル
）〕

　
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
、タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
説
明
。

会
長 

櫻
田 

裕

平
成
29
年
度
第
５
〜
６
回
理
事
会
・
平
成
30
年
度
第
１
回
理
事
会

公
益
社
団
法
人 

宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
　

理事会
メモ

4 2  

（
原
案
）の
提
出
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
・
活
動
予
算
案
提
出
に

つ
い
て
▼
平
成
30
年
１
月
16
日
（
火
）締
切
。 

 

平
成
29
年
度
第
６
回
理
事
会
）

（
平
成
30
年
２
月
17
日
）

【
審
議
結
果
】　

①
事
項
　
平
成
29
年
度
第
２
回
臨
時
総
会
〔
平
成
30

年
３
月
11
日
（
日
）〕平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
、予

算
案
に
つ
い
て

②
事
項
　
定
款
及
び
内
規
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
同

臨
時
総
会
・
第
３
号
議
案
）

　
平
成
29
年
度
臨
時
総
会
の
進
行
、タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、内
容
の
確
認
。

　
平
成
29
年
度
事
業
計
画
案
、予
算
案
内
容
の
確
認
。

上
程
事
項
承
認
可
決
。

　
公
益
法
人
立
入
検
査
の
指
摘
に
よ
り
「
定
款
第
29

条
」「
会
務
運
営
内
規
」「
役
員
等
報
酬
お
よ
び
費
用
に

係
る
規
程
」の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
を
承
認
可
決
。

③
事
項
　
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
予
選
宮
城
県
大

会
～
神
永
昭
夫
杯
～
に
つ
い
て

　
大
会
名
を
「
文
部
科
学
大
臣
杯
・
神
永
杯
争
奪
第

27
回
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
予
選
宮
城
県
大
会
」

「
平
成
30
年
度
神
永
杯
宮
城
県
少
年
柔
道
大
会
」と

し
、そ
れ
ぞ
れ
優
勝
カ
ッ
プ
を
購
入
す
る
こ
と
を
承
認

可
決
。

⑩
事
項
　
第
40
回
（
平
成
31
年
）東
北
学
術
大
会
宮

城
大
会
に
つ
い
て

　
開
催
日
を
平
成
31
年
８
月
３
日
（
土
）、４
日
（
日
）

に
変
更
し
た
こ
と
、学
術
大
会
の
会
場
を
仙
台
市
中

小
企
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
ア
エ
ル
）に
す
る
こ
と
を

説
明
。

⑪
事
項
　
平
成
29
年
度
み
や
ぎ
柔
整
ス
ク
ー
ル
講
座

に
つ
い
て

　
開
催
済
み
、今
後
開
催
さ
れ
る
柔
整
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て
説
明
。

⑫
事
項
　
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
研
究
委
員

会
打
ち
合
わ
せ
開
催
に
つ
い
て

〔
平
成
30
年
１
月
27
日
（
土
）〕

　
平
成
30
年
１
月
27
日
に
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」

構
築
研
究
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
説
明
。

⑬
事
項
　
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
実
績
に
つ
い
て
（
平
成
29
年

10
～
12
月
）

　
平
成
29
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
状

況
に
つ
い
て
説
明
。

⑭
事
項
　
日
常
生
活
総
合
支
援
事
業
開
設
に
つ
い
て

　
一
般
社
団
で
日
常
生
活
総
合
支
援
事
業
緩
和
型
生

活
支
援
型
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
開
設
す
る
こ
と
を
説
明
。

⑮
事
項
　
任
意
組
合
功
労
金
に
つ
い
て

　
功
労
金
の
積
立
資
産
に
つ
い
て
今
後
も
推
移
を
み
て

い
く
こ
と
を
説
明
。

⑯
事
項
　
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案

④
事
項
　
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
者
資
格
変
更
に
伴
う
諸
規
程

変
更
の
提
案

　
Ｓ
Ｖ
Ｍ
講
習
開
催
に
伴
い
「
接
骨
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
宮
城
規
約
」の
一
部
変
更
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、趣

旨
に
つ
い
て
は
承
認
可
決
と
な
っ
た
が
、文
言
等
を
整

備
し
再
報
告
。

⑤
事
項
　
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
研
究
委
員

会
よ
り
活
動
10
年
間
の
報
告
本
の
要
望

　
対
外
的
に
は
製
本
版
、会
員
に
は
Ｃ
Ｄ
等
の
媒
体
で

制
作
、配
布
す
る
こ
と
を
承
認
可
決
。

【
報
告
事
項
】

①
事
項
　
立
入
検
査
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
１
月
26
日
（
金
）に
宮
城
県
の
立
入
検

査
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
。

②
事
項
　
帰
一
精
錬
賞
受
賞
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
木
村
清
徳
会
員
、寺
澤
豊
志
会
員
を
推
薦
し
た
こ

と
を
説
明
。

③
事
項
　
山
形
県
保
険
金
詐
欺
事
件
に
つ
い
て

　
上
記
の
事
件
に
つ
い
て
報
告
し
、月
末
に
は
会
員
へ

の
連
絡
袋
に
同
封
す
る
。

④
事
項
　
入
退
会
申
込
者
に
つ
い
て

　
①
入
会
　
平
成
30
年
２
月
１
日
付
１
名
の
申
し
出

に
対
し
、理
事
、監
事
全
員
承
認
済
の
説
明
。

　
②
退
会
　
平
成
29
年
12
月
31
日
付
４
名
の
申
し
出

に
対
し
、理
事
全
員
承
認
済
み
の
説
明
。
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4 3  

【
報
告
事
項
】

①
事
項
　
第
25
回
学
術
・
生
涯
学
習
講
習
会
に
つ
い

て〔
平
成
29
年
10
月
７
日
（
土
）〕

　
内
容
を
精
査
し
、会
員
に
必
要
な
情
報
な
ら
提
供

し
て
い
く
こ
と
を
説
明
。

②
事
項
　
日
整
合
同
部
会
報
告
に
つ
い
て

　
日
整
合
同
部
会
に
つ
い
て
説
明
。

③
事
項
　
ベ
ト
ナ
ム
国
等
に
お
け
る
「
柔
道
整
復
医

療
協
力
事
業
」派
遣
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て	

　
当
会
か
ら
２
名
の
会
員
を
推
薦
し
た
こ
と
を
説
明
。

④
事
項
　
宮
城
県
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
協
議
会
　
医

療
介
護
多
職
種
連
携
専
門
委
員
会
に
つ
い
て

〔
平
成
29
年
11
月
20
日
（
木
）〕

　
平
成
29
年
２
月
17
日
に
加
入
し
た
宮
城
県
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
協
議
会
の
医
療
介
護
多
職
種
連
携
専
門

委
員
会
に
出
席
し
た
こ
と
を
説
明
。

⑤
事
項
　
社
会
保
険
審
査
会
の
審
理
に
つ
い
て

〔
平
成
29
年
12
月
21
日
（
木
）〕

　
社
会
保
険
審
査
会
の
公
開
審
理
（
再
審
査
請
求
）

 

平
成
29
年
度
第
５
回
理
事
会 

（
平
成
29
年
12
月
16
日
）

【
審
議
結
果
】　

①
事
項
　
公
的
審
査
会
の
権
限
強
化
及
び
保
険
者
に

よ
る
不
支
給
等
に
係
る
情
報
収
集
に
つ
い
て

　
東
北
６
県
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
公
的
審
査
会
の
権

限
強
化
の
情
報
収
集
、不
支
給
に
対
す
る
対
策
を
立
て

る
こ
と
を
承
認
可
決
。

②
事
項
　
職
員
の
制
服
購
入
に
つ
い
て

　
職
員
の
制
服
を
購
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
可

決
。

③
事
項
　
Ｓ
Ｖ
Ｍ
の
活
動
範
囲
の
検
討
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
は
学
術
部
主
催
の
救
急
講
習
を
受
け

た
者
の
み
活
動
者
と
し
、報
酬
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
と

す
る
こ
と
で
承
認
可
決
。

④
事
項
　
平
成
30
年
新
年
祝
賀
会
に
つ
い
て

〔
平
成
30
年
１
月
14
日
（
日
）13
時 

江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
〕

　
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
、料
理
、タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
承
認
可
決
。

に
つ
い
て
説
明
。

⑥
事
項
　
退
会
申
込
者
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
10
月
31
日
付
３
名
、平
成
29
年
11
月
30

日
付
２
名
の
退
会
申
し
出
に
対
し
、理
事
者
全
員
承

認
済
の
説
明
。

⑦
事
項
　
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
と
の
情

報
交
換
会
開
催
に
つ
い
て

〔
平
成
30
年
1
月
18
日
（
木
）ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
仙

台
〕

　
平
成
30
年
１
月
18
日
に
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
と
の
情
報
交
換
会
の
開
催
に
つ
い
て
説
明
。

⑧
事
項
　
開
催
済
み
の
会
議
等
に
つ
い
て
（
３
件
）

　
１
）10
月
８
日
（
日
）栄
養
士
会
　
栄
養
ま
つ
り
参

加
（
保
険
部
）

　
２
）10
月
24
日
（
火
）健
康
保
険
組
合
連
合
会
宮
城

連
合
会
　
情
報
交
換
会
開
催
（
理
事
９
名
、リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　
３
）11
月
５
日
（
日
）日
整
全
国
保
険
部
長
会
議
出

席　
以
上
３
件
の
会
議
等
に
つ
い
て
説
明
。

⑨
事
項
　
第
10
回
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
学

会
に
つ
い
て

〔
平
成
30
年
6
月
17
日
（
日
）仙
台
市
中
小
企
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
（
ア
エ
ル
）〕

　
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
、タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
説
明
。

会
長 

櫻
田 

裕

平
成
29
年
度
第
５
〜
６
回
理
事
会
・
平
成
30
年
度
第
１
回
理
事
会

公
益
社
団
法
人 

宮
城
県
柔
道
整
復
師
会
　

理事会
メモ
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（
原
案
）の
提
出
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
・
活
動
予
算
案
提
出
に

つ
い
て
▼
平
成
30
年
１
月
16
日
（
火
）締
切
。 

 

平
成
29
年
度
第
６
回
理
事
会
）

（
平
成
30
年
２
月
17
日
）

【
審
議
結
果
】　

①
事
項
　
平
成
29
年
度
第
２
回
臨
時
総
会
〔
平
成
30

年
３
月
11
日
（
日
）〕平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
、予

算
案
に
つ
い
て

②
事
項
　
定
款
及
び
内
規
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
同

臨
時
総
会
・
第
３
号
議
案
）

　
平
成
29
年
度
臨
時
総
会
の
進
行
、タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、内
容
の
確
認
。

　
平
成
29
年
度
事
業
計
画
案
、予
算
案
内
容
の
確
認
。

上
程
事
項
承
認
可
決
。

　
公
益
法
人
立
入
検
査
の
指
摘
に
よ
り
「
定
款
第
29

条
」「
会
務
運
営
内
規
」「
役
員
等
報
酬
お
よ
び
費
用
に

係
る
規
程
」の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
を
承
認
可
決
。

③
事
項
　
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
予
選
宮
城
県
大

会
～
神
永
昭
夫
杯
～
に
つ
い
て

　
大
会
名
を
「
文
部
科
学
大
臣
杯
・
神
永
杯
争
奪
第

27
回
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
予
選
宮
城
県
大
会
」

「
平
成
30
年
度
神
永
杯
宮
城
県
少
年
柔
道
大
会
」と

し
、そ
れ
ぞ
れ
優
勝
カ
ッ
プ
を
購
入
す
る
こ
と
を
承
認

可
決
。

⑩
事
項
　
第
40
回
（
平
成
31
年
）東
北
学
術
大
会
宮

城
大
会
に
つ
い
て

　
開
催
日
を
平
成
31
年
８
月
３
日
（
土
）、４
日
（
日
）

に
変
更
し
た
こ
と
、学
術
大
会
の
会
場
を
仙
台
市
中

小
企
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
ア
エ
ル
）に
す
る
こ
と
を

説
明
。

⑪
事
項
　
平
成
29
年
度
み
や
ぎ
柔
整
ス
ク
ー
ル
講
座

に
つ
い
て

　
開
催
済
み
、今
後
開
催
さ
れ
る
柔
整
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て
説
明
。

⑫
事
項
　
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
研
究
委
員

会
打
ち
合
わ
せ
開
催
に
つ
い
て

〔
平
成
30
年
１
月
27
日
（
土
）〕

　
平
成
30
年
１
月
27
日
に
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」

構
築
研
究
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
説
明
。

⑬
事
項
　
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
実
績
に
つ
い
て
（
平
成
29
年

10
～
12
月
）

　
平
成
29
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
状

況
に
つ
い
て
説
明
。

⑭
事
項
　
日
常
生
活
総
合
支
援
事
業
開
設
に
つ
い
て

　
一
般
社
団
で
日
常
生
活
総
合
支
援
事
業
緩
和
型
生

活
支
援
型
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
開
設
す
る
こ
と
を
説
明
。

⑮
事
項
　
任
意
組
合
功
労
金
に
つ
い
て

　
功
労
金
の
積
立
資
産
に
つ
い
て
今
後
も
推
移
を
み
て

い
く
こ
と
を
説
明
。

⑯
事
項
　
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案

④
事
項
　
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
者
資
格
変
更
に
伴
う
諸
規
程

変
更
の
提
案

　
Ｓ
Ｖ
Ｍ
講
習
開
催
に
伴
い
「
接
骨
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
宮
城
規
約
」の
一
部
変
更
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、趣

旨
に
つ
い
て
は
承
認
可
決
と
な
っ
た
が
、文
言
等
を
整

備
し
再
報
告
。

⑤
事
項
　
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
研
究
委
員

会
よ
り
活
動
10
年
間
の
報
告
本
の
要
望

　
対
外
的
に
は
製
本
版
、会
員
に
は
Ｃ
Ｄ
等
の
媒
体
で

制
作
、配
布
す
る
こ
と
を
承
認
可
決
。

【
報
告
事
項
】

①
事
項
　
立
入
検
査
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
１
月
26
日
（
金
）に
宮
城
県
の
立
入
検

査
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
。

②
事
項
　
帰
一
精
錬
賞
受
賞
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
木
村
清
徳
会
員
、寺
澤
豊
志
会
員
を
推
薦
し
た
こ

と
を
説
明
。

③
事
項
　
山
形
県
保
険
金
詐
欺
事
件
に
つ
い
て

　
上
記
の
事
件
に
つ
い
て
報
告
し
、月
末
に
は
会
員
へ

の
連
絡
袋
に
同
封
す
る
。

④
事
項
　
入
退
会
申
込
者
に
つ
い
て

　
①
入
会
　
平
成
30
年
２
月
１
日
付
１
名
の
申
し
出

に
対
し
、理
事
、監
事
全
員
承
認
済
の
説
明
。

　
②
退
会
　
平
成
29
年
12
月
31
日
付
４
名
の
申
し
出

に
対
し
、理
事
全
員
承
認
済
み
の
説
明
。
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・
各
校
代
表
学
生
に
よ
る
「
認
定
実
技
審
査
実
演

募
集
」に
つ
い
て
、現
在
は
応
募
が
１
校
で
あ
る
と
説

明
。

⑨
事
項
　
第
39
回
東
北
学
術
大
会
福
島
大
会
に
つ
い

て〔
平
成
30
年
8
月
25
日
（
土
）～
26
日
（
日
）〕

　
実
技
発
表
は
柴
田
匡
一
郎
会
員
、研
究
発
表
は
若

井
晃
会
員
に
依
頼
し
、論
文
は
福
島
県
に
提
出
済
み

と
説
明
。

⑩
事
項
　
第
40
回
（
平
成
31
年
）東
北
学
術
大
会
宮

城
大
会

〔
平
成
31
年
８
月
３
日
（
土
）～
4
日
（
日
）〕

　
学
術
大
会
会
場
を
仙
台
市
中
小
企
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
（
ア
エ
ル
）と
し
て
い
た
が
先
約
が
あ
り
、日
立

シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
（
仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン

タ
ー
）を
仮
予
約
済
み
と
説
明
。

⑪
事
項
　
平
成
29
年
度
み
や
ぎ
柔
整
ス
ク
ー
ル
講
座

に
つ
い
て

　
開
催
済
み
の
柔
整
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
。

⑫
事
項
　
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
研
究
委
員

会
打
ち
合
わ
せ
に
つ
い
て
（
開
催
済
み
）

　
平
成
30
年
１
月
27
日
（
土
）に
委
員
会
を
開
催
し

た
こ
と
を
説
明
。

⑬
事
項
　
地
域
別
保
険
研
修
・
Ｓ
Ｖ
Ｍ
講
習
会
開
催

予
定
に
つ
い
て

⑭
事
項
　
平
成
30
年
新
年
祝
賀
会
に
つ
い
て

⑤
事
項
　
開
催
済
み（
予
定
）の
会
議
等
に
つ
い
て（
３

件
）

　
１
）１
月
18
日
（
木
）全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連

合
会
と
の
情
報
交
換
会
（
出
席
者
：
会
長
、芦
澤
副

会
長
、保
険
部
長
、学
術
部
長
、リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　
２
）２
月
18
日
（
日
）機
能
訓
練
指
導
員
認
定
柔
道

整
復
師
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

　
３
）３
月
11
日
（
日
）～
４
月
８
日
（
日
）地
域
別

保
険
研
修
会
（
４
回
。仙
台
地
域
、仙
南
地
域
、石
巻

地
域
、大
崎
地
域
）

　
以
上
の
会
議
等
に
つ
い
て
説
明
。

⑥
事
項
　
保
険
者
向
け
未
入
金
連
絡
書
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
８
月
ま
で
の
請
求
に
対
し
、平
成
30
年

１
月
31
日
現
在
未
入
金
の
26
保
険
者
に
対
し
、未
入

金
連
絡
書
を
送
付
（
平
成
30
年
２
月
13
日
）し
た
こ

と
を
説
明
。

⑦
事
項
　
不
支
給
決
定
に
つ
い
て

　
月
に
１
～
３
件
ほ
ど
不
支
給
決
定
通
知
が
届
い
て

い
る
が
、審
査
請
求
に
至
る
の
は
３
件
と
説
明
。

⑧
事
項
　
第
10
回
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
学

会
に
つ
い
て

〔
平
成
30
年
６
月
17
日
（
日
）仙
台
市
中
小
企
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
（
ア
エ
ル
）〕

　
・
研
究
発
表
は
中
川
裕
章
会
員
、櫻
本
和
夫
会
員
、

大
宮
正
照
準
会
員
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
。

〔
平
成
30
年
１
月
14
日
（
日
）13
時
　
於
：
江
陽
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
〕

　
出
席
状
況
、新
年
会
決
算
に
つ
い
て
報
告
。

⑮
事
項
　
本
年
度
の
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
実
績
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
の
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
実
績
に
つ
い
て
説
明

（
２
０
７
件
）。 

 

平
成
30
年
度
第
１
回
理
事
会  

（
平
成
30
年
４
月
14
日
）

【
審
議
結
果
】

①
事
項
　
平
成
30
年
度
定
時
総
会
〔
平
成
30
年
５
月

20
日
（
日
）〕平
成
29
年
度
事
業
報
告
、決
算
報
告
に

つ
い
て

②
事
項
　
定
款
第
５
条
第
２
項
（
4
）に
よ
る
名
誉

会
員
の
申
請
に
つ
い
て
（
上
記
定
時
総
会
・
第
４
号

議
案
）

　
平
成
30
年
度
定
時
総
会
の
進
行
、タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、内
容
の
確
認
。

　
平
成
29
年
度
事
業
報
告
、決
算
報
告
の
確
認
。上
程

事
項
承
認
可
決
。

　
３
名
の
元
会
員
の
名
誉
会
員
へ
の
申
請
に
つ
い
て
承

認
可
決
。

③
事
項
　
選
挙
管
理
委
員
会
に
つ
い
て

　
三
役
で
人
選
し
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
理
事
会
で
諮
る
こ
と

を
承
認
可
決
。

④
事
項
　
会
員
等
に
対
す
る
人
間
ド
ッ
グ
の
提
案
に
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す
る

　
上
記
事
項
承
認
可
決
。

⑨
事
項
　
接
骨
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
宮
城
規
約
一
部
変

更
に
つ
い
て

　
Ｓ
Ｖ
Ｍ
講
習
会
部
分
、活
動
者
部
分
を
整
備
し
、一

部
変
更
日
、施
行
日
を
平
成
30
年
４
月
14
日
と
す
る

こ
と
を
承
認
可
決
。

⑩
事
項
　
事
務
長
の
承
認
に
つ
い
て

　
髙
橋
理
恵
事
務
局
職
員
を
事
務
長
に
す
る
こ
と
を

承
認
可
決
。

【
報
告
事
項
】

①
事
項
　
立
入
検
査
に
つ
い
て
　

　
立
入
検
査
改
善
事
項
に
対
し
て
の
改
善
結
果
を
説

明
。

②
事
項
　
入
退
会
申
込
者
に
つ
い
て
　

　
・
入
会
　
平
成
30
年
４
月
１
日
付
２
名
の
申
し
出

に
対
し
、理
事
、監
事
全
員
承
認
済
の
説
明
。

　
・
退
会
　
平
成
30
年
２
月
27
日
付
１
名
、平
成
30

年
２
月
28
日
付
３
名
、平
成
30
年
３
月
31
日
付
５
名

の
申
し
出
に
対
し
、理
事
全
員
承
認
済
み
の
説
明
。

③
事
項
　
総
合
事
業
参
入
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
仙
台
市
、大
崎
市
、登
米
市
の
13
会
員
が
一
般
社
団

法
人
に
入
会
し
、総
合
事
業
参
入
す
べ
く
進
ん
で
い
る

と
説
明
。

（
一
般
社
団
法
人
で
行
っ
て
い
る
事
業
で
あ
る
が
、公
益

つ
い
て

　
会
員
へ
は
４
月
末
の
連
絡
袋
で
案
内
す
る
こ
と
を

承
認
可
決
。

⑤
事
項
　「
正
し
い
接
骨
院
・
整
骨
院
の
か
か
り
方
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
改
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
可

決
。具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
継
続
審
議
。

⑥
事
項
　
日
整
学
術
大
会
隔
年
開
催
に
伴
う
第
40
回

（
平
成
31
年
）東
北
学
術
大
会
宮
城
大
会
の
変
更
に

つ
い
て

　
特
別
講
演
の
ひ
と
り
と
し
て
、す
で
に
講
師
を
依
頼

し
承
諾
済
み
で
あ
っ
た
が
、一
度
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、改
め

て
日
程
調
整
後
の
平
成
32
年
（
２
０
２
０
年
）の
学

会
の
講
師
依
頼
を
す
る
こ
と
を
承
認
可
決
。

⑦
事
項
　
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
学
会
研
究

報
告
見
積
書
に
つ
い
て

　
で
き
れ
ば
見
積
金
額
内
で
収
ま
る
よ
う
に
進
め
る

こ
と
で
承
認
可
決
。

⑧
事
項
　
第
10
回
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
学

会〔
平
成
30
年
6
月
17
日
　
仙
台
市
中
小
企
業
活
性
化

セ
ン
タ
ー
（
ア
エ
ル
）〕

　
・
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
（
内
容
は
後
日
報
告
）

　
・
ポ
ス
タ
ー
は
昨
年
の
デ
ザ
イ
ン
を
踏
襲
し
色
違
い

で
作
成
す
る

　
・
会
員
へ
学
会
誌
の
配
布
は
連
絡
袋
で
事
前
に
送
付

社
団
法
人
の
介
護
企
画
推
進
室
が
指
導
し
て
い
る
立

場
と
し
て
説
明
）

④
事
項
　
地
域
別
保
険
研
修
会
終
了
報
告

　
４
か
所
で
行
わ
れ
た
地
域
別
保
険
研
修
会
が
終
了

し
た
こ
と
を
説
明
。

⑤
事
項
　
開
催
済
み（
予
定
）の
会
議
等
に
つ
い
て（
２

件
）

　
１
）４
月
７
日
（
土
）東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
保
険
部
会

〔
郡
山
交
流
プ
ラ
ザ
〕

　
２
）４
月
20
日
（
金
）損
害
保
険
料
率
算
出
機
構
新

人
研
修
11
：
０
０
～
12
：
０
０
〔
さ
と
う
接
骨
院
〕

　
院
訪
問
：
菊
地
保
険
部
長

　
院
提
供
：
佐
藤
勝
一
会
員

　
以
上
の
会
議
等
に
つ
い
て
説
明
。

⑥
事
項
　
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
研
究
委
員

会
打
ち
合
わ
せ
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
３
月
24
日
（
土
）に
委
員
会
を
開
催
し

た
こ
と
を
説
明
。

⑦
事
項
　
地
域
別
Ｓ
Ｖ
Ｍ
講
習
会
終
了
報
告

　
４
か
所
で
行
わ
れ
た
地
域
別
Ｓ
Ｖ
Ｍ
講
習
会
が
終

了
し
た
こ
と
を
説
明
。

⑧
事
項
　
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
５
月
31
日
付
け
で
１
名
退
職
す
る
こ
と

を
説
明
。
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・
各
校
代
表
学
生
に
よ
る
「
認
定
実
技
審
査
実
演

募
集
」に
つ
い
て
、現
在
は
応
募
が
１
校
で
あ
る
と
説

明
。

⑨
事
項
　
第
39
回
東
北
学
術
大
会
福
島
大
会
に
つ
い

て〔
平
成
30
年
8
月
25
日
（
土
）～
26
日
（
日
）〕

　
実
技
発
表
は
柴
田
匡
一
郎
会
員
、研
究
発
表
は
若

井
晃
会
員
に
依
頼
し
、論
文
は
福
島
県
に
提
出
済
み

と
説
明
。

⑩
事
項
　
第
40
回
（
平
成
31
年
）東
北
学
術
大
会
宮

城
大
会

〔
平
成
31
年
８
月
３
日
（
土
）～
4
日
（
日
）〕

　
学
術
大
会
会
場
を
仙
台
市
中
小
企
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
（
ア
エ
ル
）と
し
て
い
た
が
先
約
が
あ
り
、日
立

シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
（
仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン

タ
ー
）を
仮
予
約
済
み
と
説
明
。

⑪
事
項
　
平
成
29
年
度
み
や
ぎ
柔
整
ス
ク
ー
ル
講
座

に
つ
い
て

　
開
催
済
み
の
柔
整
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
。

⑫
事
項
　
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
研
究
委
員

会
打
ち
合
わ
せ
に
つ
い
て
（
開
催
済
み
）

　
平
成
30
年
１
月
27
日
（
土
）に
委
員
会
を
開
催
し

た
こ
と
を
説
明
。

⑬
事
項
　
地
域
別
保
険
研
修
・
Ｓ
Ｖ
Ｍ
講
習
会
開
催

予
定
に
つ
い
て

⑭
事
項
　
平
成
30
年
新
年
祝
賀
会
に
つ
い
て

⑤
事
項
　
開
催
済
み（
予
定
）の
会
議
等
に
つ
い
て（
３

件
）

　
１
）１
月
18
日
（
木
）全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連

合
会
と
の
情
報
交
換
会
（
出
席
者
：
会
長
、芦
澤
副

会
長
、保
険
部
長
、学
術
部
長
、リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　
２
）２
月
18
日
（
日
）機
能
訓
練
指
導
員
認
定
柔
道

整
復
師
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

　
３
）３
月
11
日
（
日
）～
４
月
８
日
（
日
）地
域
別

保
険
研
修
会
（
４
回
。仙
台
地
域
、仙
南
地
域
、石
巻

地
域
、大
崎
地
域
）

　
以
上
の
会
議
等
に
つ
い
て
説
明
。

⑥
事
項
　
保
険
者
向
け
未
入
金
連
絡
書
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
８
月
ま
で
の
請
求
に
対
し
、平
成
30
年

１
月
31
日
現
在
未
入
金
の
26
保
険
者
に
対
し
、未
入

金
連
絡
書
を
送
付
（
平
成
30
年
２
月
13
日
）し
た
こ

と
を
説
明
。

⑦
事
項
　
不
支
給
決
定
に
つ
い
て

　
月
に
１
～
３
件
ほ
ど
不
支
給
決
定
通
知
が
届
い
て

い
る
が
、審
査
請
求
に
至
る
の
は
３
件
と
説
明
。

⑧
事
項
　
第
10
回
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
学

会
に
つ
い
て

〔
平
成
30
年
６
月
17
日
（
日
）仙
台
市
中
小
企
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
（
ア
エ
ル
）〕

　
・
研
究
発
表
は
中
川
裕
章
会
員
、櫻
本
和
夫
会
員
、

大
宮
正
照
準
会
員
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
。

〔
平
成
30
年
１
月
14
日
（
日
）13
時
　
於
：
江
陽
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
〕

　
出
席
状
況
、新
年
会
決
算
に
つ
い
て
報
告
。

⑮
事
項
　
本
年
度
の
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
実
績
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
の
Ｓ
Ｖ
Ｍ
活
動
実
績
に
つ
い
て
説
明

（
２
０
７
件
）。 

 

平
成
30
年
度
第
１
回
理
事
会  

（
平
成
30
年
４
月
14
日
）

【
審
議
結
果
】

①
事
項
　
平
成
30
年
度
定
時
総
会
〔
平
成
30
年
５
月

20
日
（
日
）〕平
成
29
年
度
事
業
報
告
、決
算
報
告
に

つ
い
て

②
事
項
　
定
款
第
５
条
第
２
項
（
4
）に
よ
る
名
誉

会
員
の
申
請
に
つ
い
て
（
上
記
定
時
総
会
・
第
４
号

議
案
）

　
平
成
30
年
度
定
時
総
会
の
進
行
、タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、内
容
の
確
認
。

　
平
成
29
年
度
事
業
報
告
、決
算
報
告
の
確
認
。上
程

事
項
承
認
可
決
。

　
３
名
の
元
会
員
の
名
誉
会
員
へ
の
申
請
に
つ
い
て
承

認
可
決
。

③
事
項
　
選
挙
管
理
委
員
会
に
つ
い
て

　
三
役
で
人
選
し
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
理
事
会
で
諮
る
こ
と

を
承
認
可
決
。

④
事
項
　
会
員
等
に
対
す
る
人
間
ド
ッ
グ
の
提
案
に

4 4  

す
る

　
上
記
事
項
承
認
可
決
。

⑨
事
項
　
接
骨
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
宮
城
規
約
一
部
変

更
に
つ
い
て

　
Ｓ
Ｖ
Ｍ
講
習
会
部
分
、活
動
者
部
分
を
整
備
し
、一

部
変
更
日
、施
行
日
を
平
成
30
年
４
月
14
日
と
す
る

こ
と
を
承
認
可
決
。

⑩
事
項
　
事
務
長
の
承
認
に
つ
い
て

　
髙
橋
理
恵
事
務
局
職
員
を
事
務
長
に
す
る
こ
と
を

承
認
可
決
。

【
報
告
事
項
】

①
事
項
　
立
入
検
査
に
つ
い
て
　

　
立
入
検
査
改
善
事
項
に
対
し
て
の
改
善
結
果
を
説

明
。

②
事
項
　
入
退
会
申
込
者
に
つ
い
て
　

　
・
入
会
　
平
成
30
年
４
月
１
日
付
２
名
の
申
し
出

に
対
し
、理
事
、監
事
全
員
承
認
済
の
説
明
。

　
・
退
会
　
平
成
30
年
２
月
27
日
付
１
名
、平
成
30

年
２
月
28
日
付
３
名
、平
成
30
年
３
月
31
日
付
５
名

の
申
し
出
に
対
し
、理
事
全
員
承
認
済
み
の
説
明
。

③
事
項
　
総
合
事
業
参
入
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
仙
台
市
、大
崎
市
、登
米
市
の
13
会
員
が
一
般
社
団

法
人
に
入
会
し
、総
合
事
業
参
入
す
べ
く
進
ん
で
い
る

と
説
明
。

（
一
般
社
団
法
人
で
行
っ
て
い
る
事
業
で
あ
る
が
、公
益

つ
い
て

　
会
員
へ
は
４
月
末
の
連
絡
袋
で
案
内
す
る
こ
と
を

承
認
可
決
。

⑤
事
項
　「
正
し
い
接
骨
院
・
整
骨
院
の
か
か
り
方
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
改
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
可

決
。具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
継
続
審
議
。

⑥
事
項
　
日
整
学
術
大
会
隔
年
開
催
に
伴
う
第
40
回

（
平
成
31
年
）東
北
学
術
大
会
宮
城
大
会
の
変
更
に

つ
い
て

　
特
別
講
演
の
ひ
と
り
と
し
て
、す
で
に
講
師
を
依
頼

し
承
諾
済
み
で
あ
っ
た
が
、一
度
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、改
め

て
日
程
調
整
後
の
平
成
32
年
（
２
０
２
０
年
）の
学

会
の
講
師
依
頼
を
す
る
こ
と
を
承
認
可
決
。

⑦
事
項
　
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
学
会
研
究

報
告
見
積
書
に
つ
い
て

　
で
き
れ
ば
見
積
金
額
内
で
収
ま
る
よ
う
に
進
め
る

こ
と
で
承
認
可
決
。

⑧
事
項
　
第
10
回
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
学

会〔
平
成
30
年
6
月
17
日
　
仙
台
市
中
小
企
業
活
性
化

セ
ン
タ
ー
（
ア
エ
ル
）〕

　
・
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
（
内
容
は
後
日
報
告
）

　
・
ポ
ス
タ
ー
は
昨
年
の
デ
ザ
イ
ン
を
踏
襲
し
色
違
い

で
作
成
す
る

　
・
会
員
へ
学
会
誌
の
配
布
は
連
絡
袋
で
事
前
に
送
付

社
団
法
人
の
介
護
企
画
推
進
室
が
指
導
し
て
い
る
立

場
と
し
て
説
明
）

④
事
項
　
地
域
別
保
険
研
修
会
終
了
報
告

　
４
か
所
で
行
わ
れ
た
地
域
別
保
険
研
修
会
が
終
了

し
た
こ
と
を
説
明
。

⑤
事
項
　
開
催
済
み（
予
定
）の
会
議
等
に
つ
い
て（
２

件
）

　
１
）４
月
７
日
（
土
）東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
保
険
部
会

〔
郡
山
交
流
プ
ラ
ザ
〕

　
２
）４
月
20
日
（
金
）損
害
保
険
料
率
算
出
機
構
新

人
研
修
11
：
０
０
～
12
：
０
０
〔
さ
と
う
接
骨
院
〕

　
院
訪
問
：
菊
地
保
険
部
長

　
院
提
供
：
佐
藤
勝
一
会
員

　
以
上
の
会
議
等
に
つ
い
て
説
明
。

⑥
事
項
　
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」構
築
研
究
委
員

会
打
ち
合
わ
せ
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
３
月
24
日
（
土
）に
委
員
会
を
開
催
し

た
こ
と
を
説
明
。

⑦
事
項
　
地
域
別
Ｓ
Ｖ
Ｍ
講
習
会
終
了
報
告

　
４
か
所
で
行
わ
れ
た
地
域
別
Ｓ
Ｖ
Ｍ
講
習
会
が
終

了
し
た
こ
と
を
説
明
。

⑧
事
項
　
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
５
月
31
日
付
け
で
１
名
退
職
す
る
こ
と

を
説
明
。
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